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Ⅰ．法人 理念 

「仏教の慈悲の精神に基づく福祉の実践」 

 

人の喜びを我が喜びとしてその人とともに喜び 

人の悲しみを我が悲しみとしてその人とともに悲しむ 

     自分 律 高    人    働  人 幸     力 尽   

     自身 成⾧ 幸  糧        

慈悲の精神をもって地域社会の福祉の向上に貢献します 

 

 望月正道（初代理事⾧）  当法人の仕事の姿勢に関して、 傍観者                 一人 力

 誠 小        支援 協力          言葉 残    。 

     職員  目 前 起           受 止       主体的 考  行動  人       

     当法人 福祉活動 通   地域 方々 不安 取 除   一歩一歩幸  増幅     取 組   

きたい。 

 

Ⅱ．法人の主な活動状況 

    一年間 法人 運営 支       皆様  礼申 上   共  一人一人 職員 保護者 家族 深慮

 協力 努力に深く感謝したい。 

前年度 引 続  法人 経営基盤 見直  持続可能  信頼性   組織体質 醸成 目指 、理事会 

評議員会の運営、法人施設の運営を行  。今期の最重要課題は、⾧期化  新型コロナウイルス感染症の脅威か

 園児 利用者 職員 守    「新型コロナ BCP（事業継続計画）対策本部」の運営であった。法人施設におい

ても休園や一部閉鎖を余儀なくされたが、関係者全員 努力 協力   大規模なクラスター発生は抑えることができ

  特 今年度 入所施設やグループホームで 利用者職員 感染 拡大    職員と周囲 関係者 尽力   

大規模クラスター化を抑えることができた。 

地域との連携深化においては少しづつ進展があった。まず児童分野においては、小田原市・開成町・南足柄市におい

  児童発達支援    及 児童精神科        地域連携事業    医師 臨床心理士 言語聴覚士 

作業療法士 理学療法士等 医療         職 保育士 地域 乳幼児健診 子育 相談 親子教室  

 派遣   令和5年４月発足 子  家庭庁 施策   今後 地域    障害児支援体制 強化  進   

を踏まえ、子  青少年部子  相談係 障害福祉課、健康づくり課等と宝安寺社会事業部のスタッフが共にミーティン

グを開催した。 

保育分野では、以前より無園児のための子育てサロン（オアシス）や一時保育室（れんげ組）を展開してきたが、

地域 子     関     諸団体 理解  今後連携        子  食堂        小田原母子寡

婦福祉会や報徳食品センターの体験ボランティアに参加した。その成果として、まんまるほっぺと共同開催しての季節イベ

  （親子 食事会） 茶      2回開催された。 



障害成人分野では高齢福祉との連携を深め、地域 民生委員 社会福祉協議会 地域包括支援     高齢

グループホーム連絡会等の諸団体と連携しての認知症啓蒙イベント「注文をまちがえるあつまあるカフェ  企画  茶 

まあるにて開催できた。高齢福祉施設 協力    障害   利用者 高齢化  取 組     高齢化指標  

         進       司法書士会 招   親    相談会（後見人制度相談会）  実施    就

労分野の農福連携の取り組みとしては、八朔等果樹収穫・出荷作業、下中玉ねぎ農作業、スクミリンゴガイ駆除、和

栗の収穫と      製造協力、根府川古道の整備   行  利用者 活躍 場 広     法人の被災地支

援プロジェクトの活動から     人道支援義援金及    大地震災害義援金 送    

今期は法人設立120周年           行 『福祉ほうあん』129号に成果発表した。策定プロセスにおいて

行政 地域社会  今までにない対話を深め、法人の存在意義について考えることができた経験となった。進捗について

は既に一足も二足も進んでいるビジョンもあり、早くも軌道修正を迫られているビジョンもあり、継続して取り組んでいきた

い。 

 

Ⅲ．法人の状況に関する重要な事項 

（１）評議員 状況（令和４年度末現在） 

⾧谷川 誠一（はせがわ せいいち） 

職業 株式会社⾧谷川建材社 代表取締役会⾧ 

評議員選任 評議員選任 解任委員会決議年月日 令和３年６月２２日 

任期 令和３年６月２２日 令和７年６月末（定時評議員会 終結時  ） 

他 法人 団体 役員等  兼職 状況 該当なし 

 

末澤 日呂（     ひろ） 

職業 無職 

評議員選任 評議員選任 解任委員会決議年月日 令和３年６月２２日 

任期 令和３年６月２２日 令和７年６月末（定時評議員会 終結時  ） 

他 法人 団体 役員等  兼職 状況 該当なし 

 

安藤 實英（あんどう じつえい） 

職業 総世寺 住職 

評議員選任 評議員選任 解任委員会決議年月日 令和３年６月２２日 

任期 令和３年６月２２日 令和７年６月末（定時評議員会 終結時  ） 

他 法人 団体 役員等  兼職 状況 宗教法人玉宝寺五百羅漢保育園 理事⾧、 総世寺 住職 

 

加藤 芳永（かとう よしなが） 

職業 無職 

評議員選任 評議員選任 解任委員会決議年月日 令和３年６月２２日 

任期 令和３年６月２２日 令和７年６月末（定時評議員会 終結時  ） 

他 法人 団体 役員等  兼職 状況 社会福祉法人小田原市社会福祉協議会 理事、社会福祉法

人神奈川県共同募金会小田原市支会 委員、一般社団法人小田原市観光協会 理事 小田原市明るい

選挙推進協議会 会⾧ 小田原地方防犯協会 常任理事 小田原市自治会総連合 副会⾧ 小田原市

交通安全対策協議会 委員、介護保険施設整備調整会議 委員 



 

鈴木 洋（すずき ひろし） 

職業 無職 

評議員選任 評議員選任 解任委員会決議年月日 令和３年６月２２日 

任期 令和３年６月２２日 令和７年６月末（定時評議員会 終結時  ） 

他 法人 団体 役員等  兼職 状況 小田原市（新玉地区）１０区自治会 会⾧ 新玉地区体育

協会 常任理事 新玉地区青少年健全育成協議会 理事 新玉地区     委員会 監事 

 

村上 文彦（むらかみ ふみひこ） 

職業 松原神社 禰宜 

評議員選任 評議員選任 解任委員会決議年月日 令和３年６月２２日 

任期 令和３年６月２２日 令和７年６月末（定時評議員会 終結時  ） 

他 法人 団体 役員等  兼職 状況 小田原市立三 丸小学校 学校運営協議会委員 

 

髙井 哲也（たかい てつや） 

職業 株式会社マルク 代表取締役社⾧ 

評議員選任 評議員選任 解任委員会決議年月日 令和３年１０月２２日 

任期 令和３年１０月２２日 令和７年６月末（定時評議員会 終結時  ） 

他 法人 団体 役員等  兼職 状況 社会福祉法人東洋会 評議員、小田原箱根商工会議所 一

号議員、日本教育シューズ協議会 理事 

 

 評議員全員 報酬等 支払総額 ２５，３００円 

 ＜限度額 定款第９条で４０万円以内と定められている。＞ 

 

（２）理事 状況（令和３年度末現在）   

大水 健晴（おおみず けんせい） 

理事 役職 理事⾧ 

常勤 非常勤 別 常勤 

職業 社会福祉法人宝安寺社会事業部 理事⾧ 兼 総合施設⾧（障害分野） 

理事選任 評議員会決議年月日 令和３年１０月２２日 

任期 令和３年１０月２２日 令和 5 年６月末（定時評議員会 終結時  ） 

理事⾧選定 理事会決議年月日 令和３年１０月２２日 

他 法人 団体 役員等  兼職 状況 社会福祉法人進和学園 監事、社会福祉法人素心会 理事、

神奈川県知的障害者福祉協会 理事 宝安寺 住職 

 

杉山 喜市（すぎやま きいち） 

理事 役職    

常勤 非常勤 別 非常勤 

職業 社会福祉法人宝安寺社会事業部 ほうあんホッと相談カフェ相談支援員 

理事選任 評議員会決議年月日 令和３年６月２２日 



任期 令和３年６月２２日 令和５年６月末（定時評議員会 終結時  ） 

他 法人 団体 役員等  兼職 状況 神奈川県社会教育協会 理事 神奈川県退職校⾧会 小田

原市退職校⾧会 理事 神奈川県社会教育協会足柄下支部 支部⾧ 

 

内田 俊正（うちだ としまさ） 

理事 役職 資金運用責任者 

常勤 非常勤 別 非常勤 

職業 国際ビジネス研究グループオフィスＵ 首席代表 

理事選任 評議員会決議年月日 令和３年６月２２日 

任期 令和３年６月２２日 令和５年６月末（定時評議員会 終結時  ） 

他 法人 団体 役員等  兼職 状況 公益財団法人日伊協会 理事          人材    

語学 国際交流講師 

 

大水 清世（おおみず さわよ） 

理事 役職    

常勤 非常勤 別 常勤 

職業 社会福祉法人宝安寺社会事業部 法人本部⾧ 

理事選任 評議員会決議年月日 令和３年６月２２日 

任期 令和３年６月２２日 令和５年６月末（定時評議員会 終結時  ） 

他 法人 団体 役員等  兼職 状況 特定非営利活動法人子   未来 考  小田原保育者 会 

理事  社会福祉法人ゆりかご園 評議員 

 

近藤 秀樹（こんどう ひでき） 

理事 役職    

常勤 非常勤 別 常勤 

職業 社会福祉法人宝安寺社会事業部     第一   所⾧ 

理事選任 評議員会決議年月日 令和３年６月２２日 

任期 令和３年６月２２日 令和５年６月末（定時評議員会 終結時  ） 

他 法人 団体 役員等  兼職 状況 特定非営利活動法人神奈川        理事、社会就労セ

ンター協議会 副会⾧ 

 

椎野 あい子（しいの あいこ） 

理事 役職    

常勤 非常勤 別 非常勤（嘱託） 

職業 社会福祉法人宝安寺社会事業部 小田原愛児園園⾧ 

理事選任 評議員会決議年月日 令和３年６月２２日 

任期 令和３年６月２２日 令和５年６月末（定時評議員会 終結時  ） 

他 法人 団体 役員等  兼職 状況 該当なし 

 

理事全員 報酬等 支払総額 ３３，０００円（職員 兼務  理事 職員分給与 含   ） 



＜限度額 平成２９年６月２２日開催定時評議員会第２号議案で２０万円以内と決議されている。＞ 

 

（３）監事の状況（令和３年度末現在） 

加藤 馨（かとう けい） 

職業 社会福祉法人⾧寿会 理事⾧ 兼 陽光の園 施設⾧ 

監事選任 評議員会決議年月日 令和３年６月２２日 

任期 令和３年６月２２日 令和５年６月末（定時評議員会 終結時  ） 

他 法人 団体 役員等  兼職 状況 社会福祉法人平塚あさひ会 理事 一般社団法人神奈川県高

齢者福祉施設協議会 会⾧ 

 

志村 恵美子（しむら えみこ） 

職業 志村公認会計士事務所 所⾧ 

監事選任 評議員会決議年月日 令和３年６月２２日 

任期 令和３年６月２２日 令和５年６月末（定時評議員会 終結時  ） 

他 法人 団体 役員等  兼職 状況 学校法人東京経済大学 評議員 

 

年度中 退任  監事    

 

監事全員 報酬等 支払総額 １１０，０００円 

＜限度額 平成２９年６月２２日開催定時評議員会第２号議案 ６０万円以内と決議されている。＞ 

 

（４）評議員選任・解任委員会委員の状況（令和３年度末現在） 

小林 芳子（こばやし よしこ） 

職業 無職 

委員選任 理事会決議年月日 令和３年６月２２日 

任期 令和３年６月２２日 令和５年６月末（定時評議員会 終結時  ） 

他 法人 団体 役員等  兼職 状況 該当なし 

 

加藤 馨（かとう けい） 

職業 社会福祉法人⾧寿会 理事⾧ 兼 陽光の園 施設⾧ 

委員選任 理事会決議年月日 令和３年６月２２日 

任期 令和３年６月２２日 令和５年６月末（定時評議員会 終結時  ） 

他 法人 団体 役員等  兼職 状況 社会福祉法人平塚   会 理事 一般社団法人神奈川県高

齢者福祉施設協議会 会⾧ 

 

上田 理（うえだ おさむ） 

職業 社会福祉法人宝安寺社会事業部 ほうあんふじみのさと所⾧ 

委員選任 理事会決議年月日 令和３年１０月１５日 

任期 令和３年１０月１５日 令和５年６月末（定時評議員会 終結時  ） 

他 法人 団体 役員等  兼職 状況 神奈川県知的障害福祉施設団体連合会 理事 神奈川県知



的障害福祉協会人権委員会 委員⾧ 

 

（５）評議員会の開催状況 

令和４年６月２３日 定時評議員会（出席者 評議員７名、理事２名、監事２名） 

第１号議案 令和３年度計算書類及 財産目録 承認 件 

 

令和４年１２月６日 評議員会（出席者 評議員５名、理事２名、監事２名） 

第１号議案 令和 4 年度第一次補正予算 件 

 

令和５年３月２０日 評議員会（出席者 評議員５名、理事２名、監事２名） 

第１号議案 令和４年度第二次補正予算 件 

第２号議案 令和５年度事業計画 件 

第３号議案 令和５年度当初予算 件 

 

（６）理事会 開催状況  

令和４年６月７日  決算理事会（出席者 理事６名、監事２名） 

第１号議案 令和３年度事業報告 承認 件 ※監事監査の結果報告 

第２号議案 令和３年度計算書類及   附属明細書並  財産目録 承認 件 

 ※監事監査の結果報告 

第３号議案 定款施行細則改正 件 

第４号議案 役員賠償責任保険（Ｄ＆Ｏ保険）団体制度保険 加入 件 

第５号議案 苦情解決委員会第三者委員の選任の件 

第６号議案 内部問題解決委員会第三者委員の選任の件 

第７号議案 規程変更 件 

     ① 経理規程 

     ② 給与規程※別表８ 

     ③ 運営規程   〔ほうあんのぞみ〕〔ほうあんホッと相談カフェ〕〔ほうあんうみ〕 

〔ほうあんふじみのさと〕〔ほうあん第一しおん〕〔ほうあん第二しおん〕 

第８号議案 ほうあんふじ送迎バス購入の件 

第９号議案 定時評議員会の日時、場所、目的事項及び議案の概要の決定の件 

 

令和４年１１月２５日 理事会（出席者 理事６名、監事２名） 

第１号議案 令和４年度第一次補正予算 案 件 

※ 設備等整備積立金 取崩 件          〔ほうあんのぞみ〕 

第２号議案 規程変更等 件 

① 経理規程 

② 有期契約等職員就業規則 

③ 育児・介護休業等に関する規則 

④ 慶弔規程 

⑤ 運転業務に関わる規程 



⑥ 運営規程                         〔小田原愛児園〕 

⑦ 運営規程                         〔ほうあんうみ・ほうあんふじ〕 

⑧ 利用者預  金等管理規定              〔ほうあんふじみのさと〕 

第３号議案 評議員会の日時、場所、目的事項及び議案の概要の決定の件 

 

令和５年３月１０日 理事会（出席者 理事 5 名、監事２名） 

第１号議案  令和４年度第二次補正予算 案 件 

第２号議案  令和５年度事業計画 案 件 

第３号議案  令和５年度当初予算 案 件 

第４号議案  施設⾧選任 件 

第５号議案  定款施行細則改定 件 

第６号議案  定款施行細則別表１（理事⾧ 委任   事項 係 専決権者）改定 件 

第７号議案  給与規定別表１の改定の件 

第８号議案  小田原愛児園 運営規程 変更 件 

第９号議案  小田原乳児園 運営規程 変更 件 

第１０号議案 Ｗｅｂ寄附募集システム導入の件 

第１１号議案 曽我大沢地区の照明器具交換（ＬＥＤ照明導入）の件 

第１２号議案 役員賠償責任保険（Ｄ＆Ｏ保険）団体制度保険 加入 件 

第１３号議案 評議員会の日時、場所、目的事項及び議案の概要の決定の件 

 

（７）評議員選任・解任委員会の開催状況 

開催なし 

 

（８）前会計年度 監事監査の状況 

①監事監査実施年月日 令和４年５月２７日 

場   所 小田原愛児園４階ホール 

監   事 加藤 馨 

志村 恵美子 

令和 3 年度 社会福祉法人宝安寺社会事業部 事業報告  法令及 定款 従  法人 状況 正  示 

      認       理事 職務 執行 関  不正 行為又 法令    定款 違反  重大 事実

は認められません。計算書類及び財産目録については、法人の財産、収支及び純資産の増減の状況を全ての重要

な点において適性に示しているものと認めます。監査結果     法人及 各事業所 業務執行 当     法

令及 通知等 抵触        全般 良好 行      指摘    指導事項 該当         

んでした。また事業報告書の内容に基づき確認した結果、全施設が法人本部方針との一貫性をもって事業計画を

推進し、将来的な課題に向けて連携体制の構築に取り組み、成果を上げていることを認めました。  

引 続 取 組             次 挙    利用者 権利擁護 一層進       職員      

に様々な工夫をしながら取り組んでいただけるとよいと思います。法人として役職員共に英智を集め、考えてください。

ICT  活用 関    資源 有効 活用     良 保育 支援        進       最後  利用

者と職員を守るため、感染防止対策及び防災対策の強化に努めること、これらの重点課題について、職員一丸とな

って取り組んでいただけるようお願いいたします。 



②求    改善   事項    

 

（９）重要な財産の処分及び譲受け（工事請負契約を含む） 

曽我大沢地区の照明器具交換（ＬＥＤ照明導入） 

理事会(令和５年 3 月 10 日) 

第１１号議案 曽我大沢地区の照明器具交換（ＬＥＤ照明導入）の件 

             工事業者     株式会社 eighth tool 

契約締結日   令和４年３月１０日 

着工日      令和４年３月２７日 

完成日      令和４年３月３１日 

工事価格    6,754,000 円（税抜） 

 

 

（１０）従  事務所  他重要 組織（施設 事業所等） 設置 変更及 廃止 

なし 

 

（１１）重要な役割を担う職員の選任及び解任  

 施設⾧ 選任 

  理事会決議年月日 令和５年３月１０日（第４号議案） 

  山岸 秀俊（やまぎし ひでとし）   ほうあんうみ 園⾧ 

 

（１２）職員 状況（令和４年度末現在） 



 
 

男性 女性 計 男性 女性 計 男性 女性 計

2 2 4 1 1 2 3 3 6 80歳 ～ 84歳 1 0 1

0 28 28 1 16 17 1 44 45 75歳 ～ 79歳 1 3 4

0 25 25 0 13 13 0 38 38 70歳 ～ 74歳 8 4 12

7 6 13 6 20 26 13 26 39 65歳 ～ 69歳 8 13 21

3 3 6 1 0 1 4 3 7 60歳 ～ 64歳 7 21 28

2 15 17 0 19 19 2 34 36 55歳 ～ 59歳 8 19 27

3 18 21 6 14 20 9 32 41 50歳 ～ 54歳 9 31 40

10 12 22 2 10 12 12 22 34 45歳 ～ 49歳 10 32 42

8 6 14 6 15 21 14 21 35 40歳 ～ 44歳 8 29 37

13 12 25 4 3 7 17 15 32 35歳 ～ 39歳 5 21 26

2 0 2 1 3 4 3 3 6 30歳 ～ 34歳 6 22 28

50 127 177 28 114 142 78 241 319 25歳 ～ 29歳 4 29 33

20歳 ～ 24歳 3 16 19

15歳 ～ 19歳 0 1 1

78 241 319

等級 人数 等級 人数 等級 人数

M5 2 FT5 2 OW5 1

M4 7 FT4 0 OW4 0

M3 1 FT3 1 OW3 1

M2 7 FT2 1 OW2 3

M1 6 FT1 0 OW1 2

M 計 23 FT 計 4 OW0 0

D2 10 CSV3 1 OW 計 7

D1 11 CSV2 4 32

D 計 21 CSV1 0 3

H3 1 CSV 計 5 46

H2 12 N5 0 2

H1 17 N4 0 1

H0 1 N3 2 1

H 計 31 N2 0 1

J3 3 N1 0 1

J2 4 N 計 2 1

J1 12 E5 1 3

J0 6 E4 0 0

J 計 25 E3 0 21

S3 3 E2 2 6

S2 15 E1 2 6

S1 23 E 計 5 7

S0 5 C2 1 4

S 計 46 C1 1 1

C0 0 6

C 計 2 非常勤 計 142

嘱託
職員

6

319

支援スタッフ（ルーキー）

調理員（ルーキー） その他

嘱託職員（役員と管理職を除く）

支援スタッフ（コーチ）

運転手

児童発達支援スタッフ（アドバンス）

栄養副主任 栄養士

児童発達支援スタッフ（レギュラー）

栄養士（コーチ） 調理員

児童発達支援スタッフ（ルーキー）

栄養士（アドバンス） 事務員

合計

支援スタッフ（アドバンス）

調理員（アドバンス） 添乗員

支援スタッフ（レギュラー）

調理員（レギュラー） 駐車場誘導員

栄養士（レギュラー） 世話人

看護師

理学療法士

保育スタッフ（アドバンス）

看護師（コーチ） 言語聴覚士

保育スタッフ（レギュラー）

看護師（アドバンス） 臨床心理士

保育スタッフ（ルーキー）

看護師（レギュラー） 相談支援専門員

医師

児童発達支援スタッフ（コーチ）

事務員（ルーキー）

課長補佐

高度専門職

高度専門職

非常勤
職員

保育スタッフ

主任

高度専門職 児童発達支援スタッフ

副主任

支援スタッフ

看護主任 作業療法士

保育スタッフ（コーチ）

看護副主任

栄養主任

園長・所長・院長・事務長

専門職（アドバンス） 事務員（アドバンス）

副園長・副所長・副院長・事務次長
（ほうあんホッと相談カフェ所長）

専門職（レギュラー） 事務員（レギュラー）

課長

ほうあんふじみのさと

ほうあん第一しおん

総合施設長・法人本部長

専門職（コーチ） 事務員（コーチ）

ほうあんなぎさ

合計

合計

職種 職種 職種

専門主任 事務主任

専門副主任 事務副主任

ほうあん第二しおん

常勤職員 有期雇用等職員 合計
女性 合計年齢（5歳区分） 男性

ほうあんホッと相談カフェ

ほうあんうみ

ほうあんふじ

ほうあんのぞみ

施設名

法人本部

小田原愛児園

小田原乳児園



（１３）行政官庁認可等事項 

 なし 

 

（１４）法人所轄庁からの報告徴収・検査への対応状況 

ほうあんうみの指導監査 

           令和４年７月１３日 神奈川県福祉子     局   実地指導及 指導監査

（障 第１２８７号） 受  結果 令和５年３月２８日付（障 第２８１４号）    以下 通

知がありました。 

【指導監査の結果】  指摘事項なし 

 

ほうあんのぞみの実地指導 

           令和４年７月１３日 神奈川県福祉子     局   実地指導及 指導監査

（障 第１２８７号） 受  結果 令和５年３月２８日付（障 第２８１４号）    次の事項

（以下「口頭指摘事項」という。）について通知があり、所要の改善措置を講じました。 

【実地指導の結果】 

■口頭指摘事項（就労継続 B 型事業）  

欠席時 記録     電話連絡等 内容 相談支援 内容等 記録 不十分      改善  下

さい。 

《改善措置》 

利用者      （伝  内容 利用者 悩  不安解消     相談支援）を詳しく記載するととも 

に、次の通所予定日も記録するようにしました。又、記載しやすいように書式 変更しています。 

 

小田原愛児園・小田原乳児園の指導監査 

小田原愛児園 小田原乳児園    令和４年１０月４日 神奈川県福祉子     局   実地

指導及 指導監査（児育第２０９１号） 受  結果 令和５年１２月１２日付（児育第２５８

３号）において以下の通知がありました。 

【指導監査の結果】 

文書指摘事項 なし 

 

法人本部の指導監査 

法人本部において令和５年２月１０日に小田原市福祉政策課監査指導係による指導監査を受けた結果、

令和５年３月２３日付（福政４３７号）において次の事項（以下「文書指摘事項」という。）について通知

があり、所要の改善措置を講じました。 

■文書指摘事項① 

理事会 決議 要  事項    決議 行         見受       適正 理事会 決議 

行     

《改善措置》  

以後 入札後 理事会決議 実施   (2)の Web    寄付金 募集     定款細則 定     

 理事会 決議 行          については、令和 5 年 3 月 10 日 理事会 第 10 号議案にて審

議 行  理事会 決議 行    



■文書指摘事項② 

収納  現金     経理規程 定  期間内 金融機関 預 入     事例 見受       

経理規程 従  事務処理 行     

《改善措置》経理規程 変更  7 営業日から10 営業日   （令和５年６月７日理事会第５号議案）  

■文書指摘事項③ 

令和 3 年度 計算書類 注記 記載 誤       令和 4 年度決算     正確 記載      

《改善措置》令和 4 年度決算     留意  記載    

■文書指摘事項④ 

令和 3 年度 計算書類 附属明細書 記載 誤 及 不足      令和 4 年度決算     正確

に記載すること。 

《改善措置》令和 4 年度決算     留意  記載    

 

（１５）地域における公益的な取り組みの実施状況 

《ほうあん地域センターまある》  

〇一般市民  無料  利用 貸与 会場貸 （交流    ）  

〇無料                  等 提供 

《ほうあんのぞみ 茶    》          

① ３００円ランチの提供による地域の方々の居場所づくり 

② 海老名市立今泉中学校 ＳＤＧＳ体験学習  受 入 （令和 4 年 9 月 1 日） 

③ 小田原赤 羽根食堂  参加協力（令和 4 年 9 月 １１月） 

④ 小田原市立城山中学校体験学習（令和 4 年 11 月 9 日、10 日） 

⑤ 認知症啓蒙イベント注文をまちがえるあつまあるカフェの共同開催（令和 4 年 11 月 23 日） 

⑥ 子  食堂                     開催（令和 4 年 11 月 6 日） 

⑦ 子  食堂             雛祭      開催（令和 5 年 3 月 4 日） 

⑧ 親    勉強会及 司法書士会無料相談会 開催（令和５年１月２５日 ２月８日） 

⑨ 地域包括          民生委員との連携による万年地区  高齢者等へのお弁当配達（日々） 

⑩     交流館への朝市出店 （毎月第３土曜日） 

《ほうあん第一しおん》 

〇農福連携   

with Re:農地プロジェクト（八朔等果樹収穫・出荷作業） 

with 俺たちのファーム（下中玉ねぎ農作業） 

with 小田原市農政課（スクミリンゴガイ駆除） 

with フードバンク報徳食品センター（生活困窮家庭への配布用焼き菓子の製造 

with 和栗農家＋小田原   工房（和栗      製造協力） 

  〇根府川古道整備（利用者職員         活動   ） 

 《ほうあんふじみのさと》               

〇    大作戦（利用者職員   町 環境美化   拾   参加） 

《ほうあんうみ》  

〇開成町親子教室 南足柄市心理士派遣 

児童発達支援     地域連携事業    保育士 言語聴覚士 臨床心理士 作業療法士 理学療法



士等が参加して町の親子教室を提供した。 

《小田原愛児園・小田原乳児園》  

〇子育てサロン オアシス      17 回開催 

〇親子保育体験          コロナ禍のため 2 組にとどまった。 

《公開講座》         

〇災害ボランティアチーム DARST による地域防災研修の開催（５回） 

《作品展示活動紹介》   

〇きらりフェスタ in フラワーガーデン  

〇きらりフェスタ in イトーヨーカドー 

 

（１６）各種会議 

１．法人の集い 

表彰 

・ボランティア特別表彰（３名） 

 地元の写真館による⾧年 障害児へのボランティア活動、保育園生け花ボランティア活動、就労支援作業ボラン

ティア活動 対 感謝 共 特別表彰 行    

 永年勤続表彰（３１名） 

30 年（2 名）、２５年（4 名） ２０年（5 名） １５年（6名） １０年（14名） ５年（19 名） 

・資格取得表彰（4 名） 

社会福祉士（１名）、介護福祉士（１名）、社会福祉主事（２名） 

 

２．月例会議 開催 

理事⾧ 法人本部⾧ 施設⾧ 副施設⾧ 課⾧・課⾧補佐 主任 副主任、事務職員等が役職・職種別に

毎月定例的 集   法人全体及 各施設 課題 問題解決策 議論 情報 共有 行った。 

＜開催回数＞ 

   所⾧会議（２４回 他 緊急所⾧会議６回）  

   課⾧等会議（所課⾧会議含む）（６回、他にコア会議５回） 

  ・主任会議  （７回（うち全体会 3 回）他にコア会議 5 回） 

  ・事務職員会議（９回） 

 

３．各種委員会及び課題解決プロジェクトチームの開催 

各種委員会・PT  管理力 組織力強化    ＰＤＣＡサイクル 設定 行 取り組んでいる。年度所⾧「コ

ア会議   年次基本計画を作成（Ｐ）、「キックオフ会議」にて計画を説明。理解 得 活動開始（Ｄ）。年

度末 活動報告は、本部のチェックを経て・施設⾧会の承認、指針を練 （Ｃ） 次年度 計画策定へと繋げる

（Ａ）。PT 委員会の活動内容を法人職員全体への周知すること、委員会同士の連携を図ること、職員 理解

向上が令和６年度 課題  る。 

＜開催回数＞ 

 ・研修委員会 （合計３回） 

 ・防災委員会（合計６回） 

・広報委員会（合計４回） 



・働きやすい職場創り委員会（合計３回）   

 権利擁護 虐待防止委員会（合計５回） 

・リスクマネジメント委員会（合計４回） 

 法人車両管理委員会（合計２回） 

・人事審査委員会（合計５回） 

・研修講師養成プロジェクトチーム（全５回） 

    ・内部問題解決委員会（３案件、うち 1 件が終結） 

① 上司の言動等によるハラスメント疑いの件 

事実調査の結果、ハラスメントと誤解されかねない言動が確認されたが、パワーハラスメントに該当するもの

とは認められなかった。当人には厳重注意がなされた。 

 

５．分科会の開催 

（１）栄養士会 （合計 3 回） 

（２）看護師会 （合計 0 回） 

 

６．ほうあん会（成人施設合同家族会）の開催 

コロナ禍において実施せず。 

 

（１７）法人研修の開催 

○職階別研修 

【ルーキー職研修】 

・新人オリエンテーション研修（初級一般職研修 課⾧等会議運営、全 5 回） 

【目的】 ①法人理念及 法人 先達   取組 沿革 学 。 

②新人同期の仲間作りをすると共  組織      意識  仕事 姿勢 学   

③自  振 返  行     自己覚知 深    

第一回 法人理解 自己覚知研修（理念 沿革 自己分析 利用者障害特性        防災） 

第二回 法人施設見学   （服務 健康管理 権利擁護 決意表明） 

第三回 マナーと仕事の基本研修 

第四回 人権擁護・虐待防止研修 

第五回 自己覚知と振り返り研修  

 

【レギュラー職・アドバンス職研修】 

・チューターフォローアップ研修（初級一般職研修 研修 PT 運営） 

・ケース検討研修（講師 ほうあんホッと相談カフェ相談支援専門員、吉澤所⾧） 

・相談支援研修（初級・中級: 講師 吉澤所⾧） 

 

【主任 管理職研修】 

・人事考課者研修 

・事業計画実践発表会（主任会議） 

・組織的コミュニケーションとパートナーシップ（講師 ミカタプラス ペホス氏） 



 

【法人全体研修】 

・虐待防止研修（主催 権利擁護虐待防止委員会／講師 吉澤専門員・研修講師養成 PT 他 全５回） 

・防災研修（１）（主催 防災委員会 各事業所にて実施） 

防災研修（２）（主催 防災委員会／講師 災害ボランティアチーム DARST 全５回） 

・安全運転講習（１）（各地区 1 回 主催 法人所有車管理委員会／講師 (株)相模） 

安全運転講習（２）（実技講習 1 回／協力 トヨタレンタリース） 

 個別   検討会議（各成人施設  年２回 10 回） 

 

 自己啓発援助制度       

自己啓発援助制度（ＳＤＳ）      職員 自己研鑽 目的   活動（研修費 資格取得目的 学習

 受験費用 書籍教材購入等）    給付（年間上限 2 万円） 行     本年は９件の応募を通じて職

員 自発的 成⾧ 資          

 助成 行  活動（一部）》 

・一般社団法人 チャイルドフット･ラボ      講座 支援者   大切    受講 

・「小児 PT から学ぶ発達運動学セミナー（STEP3.移動の発達編）」受講 

・ポーテージ早期教育プログラムセット 購入 

・公認心理師試験 準備講座受講 

・「日本感覚統合学会研究大会 in 神奈川」へ参加 

・「若者 精神疾患   予防    」受講 

・図書・ＤＶＤ購入 等 

 

 

以上 



令和４年度 事業報告 ／ 法人本部 

 責任者 大水 清世        

 当期の目標 

1 重点テーマの実施状況 

（１）法人ビジョン・各事業所中期ビジョンについて 

・法人ビジョンについての話し合いを深め、地域・職員から 意見 検討     所⾧会議 所課⾧会議  取     『福

祉ほうあん』129号に掲載し、地域や応援者に周知しました。また法人    応援    立 上      

・小田原愛児園、小田原乳児園、ほうあんのぞみの事業所の中期     策定     令和５年度    あんふじみの

さと、ほうあん第二しおんの中期ビジョンに取り組み、全事業所の第二期ビジョンが完成となります。 

・コロナ禍で法人研修 開催 困難 中 法人研修体系構築ＰＴ 中心 今後 研修    企画 進     管理職

研修    組織的              研修 実施    （講師 裴鎬洙氏）。 

（２）地域連携や公開講座について 

・公開講座として地域防災研修を実施（講師 災害ボランティアチーム DARST、５回開催）。 

・小田原市社協を通じ、小田原母子寡婦福祉会や子ども食堂まんまるほっぺにボランティア参加。交流 成果として茶   

るでの季節の親子イベントを開催（2回開催）。 

・地域包括支援センターやグループホーム協議会等の諸機関 協力  認知症理解     注文 間違         

ぇ」を開催（1回開催）。 

・中学生の体験学習受け入れ（２回） 親    勉強会及 司法書士会無料相談会の開催（２回開催）。 

・地域の農家様や小田原市農政課との連携による農福連携事業作業の推進（ほうあん第一しおん）。 

（３）採用力強化 新卒採用    活用 人材確保ツールのデジタル化、働きやすい職場づくりについて 

     ・中途採用については、ポスティングにより求人の確保につながりました。新卒採用については、採用サイトを活用しての活動を

実施。       会社説明会 個別 見学対応 行いました（実績1名採用、新卒合計4名）。働きやすい職場を目

指      認定（女性活躍推進法 基  認定３）  受      

2．残された課題と対応 

① 法人     進捗管理 取 組    一歩二歩と前進しているビジョンがある一方、すでに軌道修正を検討しているビジョ

ンもあります。進捗状況を周知説明しながら、対話を続け、じっくりと浸透を図ることが必要となります。 

② 地域との関係を生かし、問題解決 関  力   法人        と思います。今後は他法人と合同での研修実施や

勉強会、社会福祉連携推進法人制度の勉強会や地域防災研修 行      。 

③ 人材確保については引き続き課題が大きく、法人と事業所の採用プロセスを再検討 整理すると共に、それぞれの職場の人間

関係や環境についても、一つ一つ丁寧に吟味していく必要があります。 

④ 権利擁護 取 組      虐待検証委員会 身体拘束検討委員会、法人利用者処遇検討委員会を進めていきます。 

⑤ 引き続き管理監督職 中心  組織的         のあり方について考える研修を実施します 管理監督者 自分自身

の姿に目を向け、主体的 行動         対話 継続    またそういった言動が信頼関係 育    行動   

いうことを心掛けたいと思います。 

3．数値指標   別紙 「事業計画総括表」 参照 

（１） 法人     策定 周知 行 ます 意見聴取 行  結果     全体 視野       行 、具体的に策定します。

同時に、法人ビジョンとの繋がりの中で各施設の「5年後 姿 である中期ビジョンの策定     行     

 

（２） 地域との関係から具体的な成果を作ります。小田原市との SDGｓ         基  行政 地元企業 の対話を進め

ます。また地域と防災について防災ボランティアチーム DARST 様と連携し、法人職員の学びを進めます。各事業所の動画を

作成し、法人の取り組みを伝えながら、後援会活動を推進します。 

 

（３） 法人本部 事務分野 機能 充実 図    事務部門 事務職 業務分担 勤務形態 変革 業務効率化 目指 

ます。運営部門は法人内コミュニケーション向上をめざし、Taskware や ICT の活用用途を広げ、機能充実を図ります。また

       見学 就職説明 面接等 充実   人材確保 図     
 



基
本

方
針

当
期

重
点

テ
ー

マ
達

成
方

法
責

任
者

・
担

当
達

成
基

準
実

施
状

況
評

価

１
－

１
法

人
ビ

ジ
ョ

ン
の

策
定

ビ
ジ

ョ
ン

検
討

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
に

よ
る

検
討

結
果

中
間

発
表

と
全

職
員

か
ら

の
意

見
聴

取
結

果
を

踏
ま

え
、

法
人

ビ
ジ

ョ
ン

の
と

り
ま

と
め

を
行

い
、

公
表

、
周

知
を

行
い

ま
す

。
ビ

ジ
ョ

ン
策

定
コ

ア
会

議
で

取
り

組
み

ま
す

。
法

人
本

部
⾧

所
⾧

会
議

決
算

理
事

会
で

の
審

議
上

半
期

で
の

完
成

決
算

理
事

会
で

の
審

議
を

経
て

6月
に

決
議

。
10

月
に

広
報

誌
に

て
地

域
に

広
報

・
周

知
。

12
月

に
法

人
の

集
い

G
W

を
実

施
。

た
だ

し
周

知
浸

透
に

つ
い

て
は

、
法

人
内

に
お

い
て

も
ま

だ
課

題
が

あ
る

。
B

１
－

２
法

人
研

修
体

系
の

整
備

ト
ラ

イ
ア

ル
実

施
し

て
き

た
研

修
や

研
修

講
師

養
成

PT
の

成
果

を
踏

ま
え

て
、

法
人

研
修

体
系

を
整

備
し

、
実

施
を

サ
ポ

ー
ト

し
ま

す
。

法
人

研
修

体
系

検
討

PT
で

取
り

組
み

ま
す

。

法
人

本
部

⾧
課

⾧
研

修
体

系
検

討
PT

非
常

勤
職

員
の

た
め

の
研

修
体

系
案

の
策

定
法

人
研

修
体

系
の

完
成

事
業

報
告

で
の

公
表

法
人

研
修

体
系

検
討

PT
に

て
、

成
人

障
害

分
野

の
研

修
体

系
の

素
案

完
成

。
「

非
常

勤
職

員
の

た
め

の
研

修
体

系
」

は
次

年
度

の
課

題
と

な
る

。
完

成
は

児
童

発
達

支
援

分
野

の
体

系
の

策
定

後
と

な
る

（
事

業
報

告
も

次
年

度
）

。
C

２
－

１
地

域
防

災
を

通
じ

た
地

域
と

の
具

体
的

な
対

話

各
事

業
所

災
害

時
の

BC
P（

事
業

継
続

計
画

）
を

完
成

さ
せ

ま
す

。
BC

Pを
周

知
徹

底
と

訓
練

を
実

施
し

て
い

き
、

地
域

と
連

携
を

強
化

し
て

い
く

。
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
チ

ー
ム

D
AR

ST
と

連
携

し
て

地
域

参
加

型
の

研
修

を
企

画
し

て
い

き
ま

す
。

課
⾧

防
災

委
員

会

自
治

会
と

の
話

し
合

い
実

施
小

田
原

市
防

災
訓

練
参

加
地

域
参

加
型

の
研

修
の

実
施

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

チ
ー

ム
D

AR
ST

と
連

携
し

て
地

域
参

加
型

の
研

修
を

実
施

で
き

た
。

小
田

原
市

防
災

訓
練

は
参

加
。

自
治

会
と

の
話

し
合

い
は

コ
ロ

ナ
の

影
響

下
未

実
施

。
B

２
－

２
後

援
会

の
協

力
に

よ
る

法
人

紹
介

動
画

の
作

成
後

援
会

の
サ

ポ
ー

ト
を

得
て

、
法

人
紹

介
動

画
の

作
成

を
行

い
、

地
域

に
発

信
し

ま
す

。
動

画
作

成
PT

で
取

り
組

み
ま

す
。

課
⾧

動
画

作
成

PT
（

成
人

）
ほ

う
あ

ん
ふ

じ
み

の
さ

と
、

（
児

童
）

ほ
う

あ
ん

ふ
じ

 
等

の
動

画
の

完
成

後
援

会
の

サ
ポ

ー
ト

で
動

画
制

作
の

た
め

の
環

境
を

整
で

き
た

。
広

報
委

員
会

に
て

動
画

作
成

ト
ラ

イ
ア

ル
と

し
て

各
事

業
所

1本
の

動
画

が
作

成
で

き
た

。
B

３
－

１
働

き
や

す
い

職
場

づ
く

り
委

員
会

の
改

革

職
員

に
と

っ
て

働
き

や
す

い
・

働
き

が
い

の
あ

る
職

場
づ

く
り

に
つ

い
て

「
定

着
」

「
育

成
」

を
テ

ー
マ

に
取

り
組

み
ま

す
。

法
人

ビ
ジ

ョ
ン

実
現

の
基

盤
と

な
る

組
織

づ
く

り
に

つ
い

て
、

W
G8

が
提

示
し

た
ビ

ジ
ョ

ン
案

を
も

と
に

「
働

き
や

す
い

職
場

づ
く

り
委

員
会

」
に

て
取

り
組

み
ま

す
。

法
人

本
部

⾧
働

き
や

す
い

職
場

づ
く

り
委

員
会

職
場

改
善

ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

と
着

手
委

員
同

士
の

意
見

交
換

を
元

に
職

場
改

善
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ア
ン

ケ
ー

ト
振

り
返

り
・

周
知

ま
で

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
各

事
業

所
・

法
人

の
成

果
・

課
題

の
確

認
は

次
年

度
の

活
動

と
な

る
。

B

３
－

２
人

材
確

保
と

採
用

か
ら

定
着

に
向

け
た

ス
テ

ッ
プ

の
総

チ
ェ

ッ
ク

採
用

ま
で

の
メ

デ
ィ

ア
や

プ
ロ

セ
ス

に
つ

い
て

ケ
ー

ス
検

討
を

通
じ

た
チ

ェ
ッ

ク
を

行
い

ま
す

。
採

用
か

ら
入

職
後

の
育

成
プ

ロ
セ

ス
に

つ
い

て
各

事
業

所
と

連
携

し
て

フ
ォ

ロ
ー

を
行

い
ま

す
。

法
人

本
部

⾧
課

⾧
事

務
員

新
人

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

見
直

し
学

校
訪

問
（

ZO
O

M
等

）

新
人

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

内
容

と
し

て
、

第
一

回
・

第
二

回
の

内
容

を
全

面
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

学
校

訪
問

等
は

コ
ロ

ナ
の

影
響

で
未

実
施

だ
が

小
田

原
短

期
大

学
、

国
際

医
療

福
祉

大
学

等
は

訪
問

し
説

明
会

参
加

が
で

き
た

。
B

４
－

１
権

利
擁

護
委

員
会

の
取

り
組

み
の

見
直

し

委
員

会
の

メ
ン

バ
ー

を
中

心
に

身
体

拘
束

の
適

正
化

に
つ

い
て

定
期

的
に

検
討

し
、

そ
の

結
果

に
つ

い
て

職
員

に
周

知
徹

底
を

図
り

ま
す

。

本
部

⾧
権

利
擁

護
虐

待
防

止
委

員
会

身
体

拘
束

の
適

正
化

に
つ

い
て

の
検

討
と

周
知

を
年

2回
実

施
身

体
拘

束
の

適
正

化
に

つ
い

て
の

検
討

を
1回

実
施

。
各

事
業

所
の

身
体

拘
束

の
実

態
や

課
題

等
を

共
有

し
た

。
委

員
間

で
各

事
業

所
の

身
体

拘
束

の
疑

問
点

や
改

善
点

等
に

つ
い

て
意

見
交

換
し

た
。

C

４
－

２
運

営
懇

話
会

の
立

ち
上

げ
第

一
段

階
と

し
て

入
所

施
設

（
ふ

じ
み

の
さ

と
）

に
て

実
施

。
コ

ロ
ナ

対
策

の
元

、
外

部
参

加
者

と
の

顔
合

わ
せ

、
本

格
実

施
へ

の
準

備
を

行
う

。
ほ

う
あ

ん
ふ

じ
み

の
さ

と
の

運
営

会
議

と
取

り
組

み
ま

す
。

本
部

⾧
ふ

じ
み

の
さ

と
運

営
会

議
座

⾧
と

の
打

ち
合

わ
せ

（
２

回
）

外
部

協
力

者
と

の
打

ち
合

わ
せ

（
１

回
）

コ
ロ

ナ
の

影
響

で
未

実
施

と
な

っ
た

。
C

５
－

１
組

織
的

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

の
向

上
の

取
り

組
み

組
織

的
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
を

向
上

す
る

た
め

の
研

修
を

行
い

、
人

事
考

課
面

談
の

質
向

上
を

図
り

ま
す

。
M

1以
上

の
1o

n1
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
の

ト
ラ

イ
ア

ル
を

行
い

ま
す

。
事

業
所

間
、

管
理

職
間

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

の
向

上
を

目
的

と
し

ま
す

。

本
部

⾧
課

⾧
課

⾧
等

会
議

組
織

的
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
関

わ
る

研
修

ま
た

は
勉

強
会

の
実

施
（

年
３

回
以

上
）

組
織

的
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
関

わ
る

研
修

と
し

て
、

所
⾧

会
議

に
て

2回
（

吉
澤

所
⾧

）
、

所
課

⾧
会

議
に

て
1回

（
裴

鎬
洙

氏
）

を
実

施
。

B

(1
)書

類
の

ペ
ー

バ
ー

レ
ス

化
（

D
oc

uW
ar

ks
9の

導
入

を
検

討
）

相
談

役
事

務
職

員

電
子

保
存

で
き

る
書

類
の

洗
い

出
し

、
保

存
ル

ー
ル

及
び

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

の
作

成
、

効
率

化
さ

れ
る

部
分

の
明

確
化

。
経

営
資

源
（

資
金

）
の

有
効

活
用

の
視

点
か

ら
の

優
先

順
位

見
直

し
、

導
入

時
期

の
再

検
討

D
oc

uW
ar

ks
の

機
能

に
関

し
て

は
情

報
収

集
済

。
電

子
化

す
る

書
類

も
一

部
検

討
済

。
今

後
は

導
入

に
要

す
る

予
算

を
取

っ
て

具
体

的
に

作
業

を
進

め
る

。
B

(2
)稟

議
書

・
議

事
録

・
報

告
書

な
ど

の
提

出
・

決
済

方
法

の
見

直
し

（
D

oc
uW

ar
ks

9の
導

入
を

検
討

）
相

談
役

事
務

職
員

情
報

収
集

、
効

率
化

さ
れ

る
部

分
の

明
確

化
、

既
存

ル
ー

ル
の

見
直

し
、

経
営

資
源

（
資

金
）

の
有

効
活

用
の

視
点

か
ら

の
優

先
順

位
見

直
し

、
導

入
時

期
の

再
検

討

上
記

ペ
ー

パ
ー

レ
ス

化
と

共
に

検
討

し
て

い
る

た
め

保
留

。
現

状
の

流
れ

と
保

管
の

把
握

が
不

十
分

な
た

め
今

後
情

報
収

集
す

る
。

C

(3
)電

子
化

の
推

進
（

e-
G

ov
、

e-
TA

X、
eL

TA
Xを

積
極

的
に

活
用

）
相

談
役

事
務

職
員

マ
イ

ナ
ン

バ
ー

カ
ー

ド
を

活
用

し
た

、
年

末
調

整
手

続
き

の
効

率
化

。
eL

TA
Xを

活
用

し
た

住
民

税
・

所
得

税
の

オ
ン

ラ
イ

ン
納

付
の

導
入

。

e-
Go

v、
e-

TA
X、

eL
TA

Xを
積

極
的

に
活

用
し

、
所

得
税

、
住

民
税

の
届

出
や

退
職

時
の

異
動

届
に

加
え

、
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
や

労
基

署
な

ど
の

手
続

き
も

訪
問

せ
う

ず
効

率
的

に
進

め
る

こ
と

が
出

来
た

。
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
カ

ー
ド

の
活

用
は

検
討

中
。

A

(4
)事

務
業

務
の

効
率

化
・

平
準

化
   

 (
将

来
に

向
け

て
法

人
全

体
と

し
て

分
担

を
検

討
）

相
談

役
事

務
職

員
会

計
業

務
本

部
集

約
の

た
め

の
課

題
抽

出
・

偏
り

の
あ

る
拠

点
の

一
部

業
務

引
受

け
。

4月
か

ら
会

計
業

務
本

部
集

約
の

ト
ラ

イ
ア

ル
に

取
り

組
ん

だ
結

果
と

し
て

、
課

題
が

見
え

、
考

え
方

の
整

理
が

必
要

と
な

っ
た

。
C

5-
2

業
務

の
効

率
化

、
内

部
統

制
強

化

令
和

4年
度

 
事

業
報

告
総

括
表

 
法

人
本

部

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
質

向
上

暮
ら

し
や

す
い

地
域

づ
く

り
（

地
域

貢
献

・
地

域
交

流
）

将
来

の
担

い
手

を
育

て
る

（
人

材
育

成
）

権
利

擁
護

の
推

進
と

虐
待

防
止

組
織

運
営

と
運

営
強

化



令和４年度 事業報告 ／ 小田原愛児園 

責任者 椎野 あい子 

実施事業 

保育所（利用定員２歳児以上 ２７０名） 病後児保育室（のべ８１名利用）／子育てオアシス（１７回開催） 

当期の目標 

１ 各重点テーマの実施状況 

（１）   主体 保育 目指 子     豊  成⾧ 図     

    子どもが遊ぶ姿に感じ気づいたことを職員が情報共有し、ドキュメンテーションの作成を通じて、子ども主体の保育に向

けた活動を充実させ、しっかりと子どもたちと向き合える時間が増えてきました。活動への意欲やあそびのイメージを広げ

ながら、     魅力  保育環境 努  行    思     

（２）SDGｓ保育の発信を通して親子で楽しめる SDGｓの浸透を目指します。 

身近な野菜の栽培を通し、世話をしたり収穫の楽しさを味わったり、給食の食材として食育に繋げることができました。

ぬか漬けでは、あらゆる野菜を使って味比べをする等、味覚の経験を楽しむことができていました。多くの子どもたちが生

活する中で、環境に慣れにくい子どもたちに対して、あまり急がず、それぞれのペースに合わせた体制や個別の支援内

容    意見交換          

（３）０歳 ６歳 子   発達 知 職員        目指     

コロナ禍で上期はなかなか乳児クラス  交流等が持てませんでした。下期後半より、あそびの中で楽しく過ごす場面も

増え、進級準備として環境順応 無理 ないよう、取り組むことができました。 

（４）権利擁護 虐待防止  構築 図 、安心・安全な環境を目指します。 

メディアでも取り上げられた虐待行為 ついて、職員会議   事例 基 くグループワークを実施、自らの保育の振り

返り 意識 高             講師を招いて勉強会を実施し、風通しの良 保育環境の実現に向けて話し

合いを進めました。 

（５）ICT      活用   効率化 図     

    ICT システム CODOMON を活用して家庭に活動の様子やお知らせを配信し、保育活動の写真提供も同システムの

機能 利用 保護者へ届けることができました。業務改善に向けて日誌、月案、出席簿等、機能の活用を進めまし

た。業務効率化  取 組 については課題が残りました。 

 

2 残された課題と今後の対応 

① 子         気持  大切     良 保育環境 提供     取 組     

② 子どもたちの SDGs 活動等、家庭を通して引き続き地域社会へ発信していきます。 

③ コロナ禍の影響で乳児園  交流（乳児 幼児 交流、職員同士  交流）が課題として残     次年度

は計画的に取り組んでいきます。 

④ 権利擁護分野では、具体的事例 通じての       等 行  子   最善 利益 図  いきます。 

⑤ ＩＴシステム CODOMON  活用    周知 進     日々 書類 効率化 図っていきます。 

 

3 数値指標 別紙／事業報告総括表及び詳細報告 

園児の好奇心、興味、やりたい気持ちやわくわく感の中から、子ども主体の保育を目指します。子どもたちの生活、あそび、

他者との関わりを通じて、保育者が自らの工夫やイメージを広げ、期待感・喜び・満足感が生まれるよう自己実現できる

保育環境造りに取り組みます。（１）職員同士であそびの環境や子どもたちの姿を語り合い、（２）あそびのプロセスに

           活用  展開 子   姿 気   考察 行  （３）職員 情報共有 通   次      

と繋がる計画作成等を実施します。 

 



令
和

4
年

度
 

事
業

報
告

総
括

表
 

 小
田

原
愛

児
園

基
本

方
針

重
点

テ
ー

マ
達

成
方

法
責

任
者

達
成

基
準

実
施

状
況

評
価

小
田

原
乳

児
園

と連
携

を
通

し
て

、
０

歳
か

ら
６

歳
の

縦
割

りチ
ー

ム
を

作
り、

発
達

の
連

続
性

の
視

点
を

保
育

に
活

か
す

。

安
心

・安
全

な
環

境

書
類

（
月

案
 

日
誌

 
個

別
記

録
等

 
事

務
仕

事
）

 
効

率
化

 
向

 
 

基
盤

作
  

目
指

 
 

課
⾧

補
佐

権
利

擁
護

の
推

進
と

虐
待

防
止

職
員

 
 

 
 

 
 

思
 
  

 
 

 
 

 
 

語
  

 
 

風
通

 
 

良
 

職
場

 
権

利
擁

護
 

虐
待

防
止

 
 

繋
 

 
環

境
づ

くり
の

構
築

を
図

る
。

保
育

 
振

 返
  

行
 

 
対

応
 

難
 

 
 

感
 

 
事

例
 

 
 

 
話

 
合

 
 

IC
T
 

 
 

 
 

活
用

 
日

常
 

 
 

 
活

動
 動

画
 園

 
 

 
知

 
 

（
行

事
 

緊
急

連
絡

）
等

 
配

信
 

 
 

課
⾧

補
佐

 園
⾧

 
 

 
 
 

 
 

 
リー

ダ
ー

職
員

学
年

月
１

回
 

縦
割

 
月

１
回

話
し

合
う。

 
 

 
 

 
 

 
年

２
回

実
施

。

課
⾧

補
佐

権
利

擁
護

委
員

 園
⾧

・i
Pa

dを
活

用
し

、
保

育
活

動
の

写
真

や
動

画
等

、
ド

キ
ュ
メ

ン
テ

ー
シ

ョン
を

活
用

し
、
あ

そ
び

の
様

子
 

意
見

交
換

 
子

  
 

 
 

 
  

 
気

持
 

 
実

現
 

向
 

 
 

保
育

環
境

 
見

直
 

 
行

  
 

保
育

 
通

 
 

 
職

員
同

士
 

 
  

ニ
ケ

ー
シ

ョン
が

増
え

、
あ

そ
び

の
展

開
や

工
夫

等
、

保
育

環
境

の
改

善
に

取
り組

む
こ

とが
で

き
た

。

 夏
野

菜
 

栽
培

 
通

 
 

 
 

 
生

⾧
 

収
穫

の
喜

び
を

味
わ

い
、

野
菜

の
ぬ

か
漬

け
等

も
体

験
 

 
 
 

 
 

給
食

調
理

時
 

出
 

廃
棄

野
菜

 
利

用
 

 
 

 
 

 
 

堆
肥

化
体

験
 

行
 

た
。

こ
の

様
子

を
コ

ド
モ

ン
を

活
用

し
家

庭
に

配
信

、
ま

た
、
W

EB
に

は
、

保
育

内
容

を
31

回
配

信
す

る
こ

とが
で

き
た

。

・コ
ロ

ナ
感

染
症

の
感

染
状

況
に

よ
り乳

児
園

と
 

交
流

 
難

 
 保

育
 

活
 

 
 

  
 

 
 

か
った

。
 年

⾧
児

 
 
乳

児
園

 
 

子
 

 
 

七
夕

飾
 

を
作

って
渡

す
こ

とが
で

き
た

。
ま

た
、

卒
園

前
に

乳
児

園
  

 
別

 
 

挨
拶

 
行

  
  

 
 

た
。

 乳
児

園
 

 
 

移
行

児
引

 
継

 
項

目
 

 
 

週
１

回
の

ペ
ー

ス
で

ク
ラ

ス
だ

よ
り、

活
動

内
容

に
よ

り写
真

や
動

画
を

配
信

し
、
IC

T
支

援
ツ

ー
ル

シ
ス

テ
ム

コ
ド

モ
ン

の
使

い
方

に
慣

れ
る

。

生
活

や
遊

び
、

人
との

関
わ

りを
通

し
、

自
ら

の
考

え
や

工
夫

、
イ

メ
ー

ジ
を

広
げ

、
知

りた
い

、
や

りた
い

が
実

現
で

き
る

保
育

環
境

を
目

指
し

、
主

体
性

の
基

盤
づ

くり
の

構
築

を
図

る
。

（
１

）
職

員
同

士
で

あ
そ

び
の

環
境

や
子

ども
の

姿
を

語
り合

う
。

（
２

）
あ

そ
び

の
プ

ロ
セ

ス
に

ド
キ

メ
ン

テ
ー

シ
ョン

を
活

用
し

、
あ

そ
び

の
展

開
や

子
ども

の
姿

、
気

づ
き

を
考

察
す

る
。

（
３

）
職

員
の

情
報

共
有

を
通

し
、
次

へ
の

ス
テ

ップ
と繋

が
る

計
画

作
成

の
実

施
等

を
図

る

ク
ラ

ス
及

び
縦

割
りグ

ル
ー

プ
で

週
１

回
、

学
年

 
月

１
回

報
告

会
 

実
施

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
質

向
上

暮
ら

し
や

す
い

地
域

づ
く

り
（

地
域

貢
献

・
地

域
交

流
）

将
来

の
担

い
手

を
育

て
る

（
人

材
育

成
）

積
極

的
に

W
EB

を
発

信
し

、
家

庭
で

も
子

ども
た

ち
と一

緒
に

S
D

G
ｓ

が
よ

り身
近

に
な

る
よ

う
取

り組
む

。
懇

談
会

や
コ

ド
モ

ン
、

S
D

G
ｓ

に
繋

が
る

保
育

内
容

を
発

信
す

る
。

H
P担

当
 園

⾧
W

EB
マ

ガ
ジ

ン
、

ク
ラ

ス
 

 
  

年
４

回
配

信
。

年
３

回
 

話
 

合
 

 
縦

割
 交

流
 

実
施

 

こ
ども

主
体

の
保

育

S
D

G
s保

育
の

発
信

IC
T
シ

ス
テ

ム
の

活
用

組
織

運
営

と
経

営
基

盤
の

強
化

C
S
V

 課
⾧

補
佐

子
ども

の
発

達
を

知
る

BAA

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事
例

 
 

意
見

交
換

 
行

 
対

応
 

仕
方

 
学

 
 

保
育

 
振

  
 

 
 

行
  

 
 

 
 

講
師

 
招

 
 

子
  

 
最

善
 

利
益

 
 

 
 

確
認

 
合

 
学

 
 

  
 

 
た

。
非

常
勤

職
員

も
受

講
で

き
る

よ
う
２

部
制

を
取

り実
施

し
た

。

週
に

１
回

の
ペ

ー
ス

で
保

護
者

に
活

動
内

容
や

お
知

ら
せ

を
配

信
す

る
こ

とが
で

き
た

。
さ

くら
組

（
年

⾧
児

）
 

 
 

 
 

 
 

回
答

 
 

 
 

 
ス

テ
ム

を
活

用
し

た
。

B B

日
々

の
日

誌
、

週
案

に
関

し
て

こ
の

シ
ス

テ
ム

を
活

用
す

る
こ

とが
で

き
た

。



令和４年度 事業報告 ／ 小田原乳児園 

                                                             責任者 柏原 多津恵 

実施事業 

保育事業（０歳児 ２７名 １歳児 ４７名）  一時保育（０ ２歳児 のべ５５６名利用）         

当期の目標                                        

１ 各重点テーマの実施状況 

（１） 「個々の観察をしっかりして園児の発達に沿  支援 保護者支援 行     

   相談会 継続  （    学年 全体会）個々 観察 大切  職員 意識  まし  発達 把握 理解 

職員間で共有しながら、日々の保育計画・保育内容・ケース記録に反映しています。また、うみ、ふじ、なぎさとの勉強会に

も活かされています。実践報告会に愛児園職員の参加があり、有意義な意見交換 出来たことも踏まえ、今後、自事業

所の研修への参加呼びかけ、他事業所の研修会等の参加に対し工夫をしていきたい。 

（２）「園内実践報告会のあり方を検討しつつ、遊びの充実について取り組みます。 

視覚化した保育の様子を実践報告会を通して客観的に捉え、遊びの提供 言葉  等が園児 成⾧ 寄り添ってい

るかを把握、職員全体 振 返  行    日々 保育 進     遊  提供 工夫 園児 喜  遊    様

子が見   事  職員 仕事 対       満足感 繋    思      

（３） 体験保育 利用枠 広 一時預  ・子育     利用者 関  地域 育児支援 取 組   。 

体験保育 利用枠 広   実施     禍 中    難     ２組 親子 実施 出来ました。一時預かり

保育 子育     利用者 増   情報提供 共有 出来 保育所  理解 得 入園 繋      思   

す。 市社協の活動にもボランティアとして活動を開始、今後も地域に根付いた育児支援が展開できるよう取り組みの継続

をしていきます。 

（４）様々な場面での学びを得られる環境を求め取り組み、職員の質の向上と人材育成に努めていきます。 

   職員間           意識     法人内 研修        会議 研修  積極的 参加   知識 情

報 得 事 努      他施設 見学 研修参加等     実施出来 残念 結果    

（５）法人内児童分野施設と連携を取り、専門的アドバイスが出来るニーズに沿った運営・経営を目指します。 

      児童分野事業所間  情報交換 共通理解 上 それぞれの事業所目的に合った事業を展開       互  理

解と協力 必要    認識       部分 思    進      反省      関わり方の方法を考えていかな

        思   次年度 大事 取 組  １  捉        

２ 課題と今後の対応 
①園内実践報告会・ケース相談会を、実践方法や発表方法を改善しつつ継続、他事業所職員の参加を募る。 

②保育 客観的 捉  職員間 必要               取 協力体制 整    保育 取 組                           

③思うように進められなかった保護者支援、地域貢献について工夫し実施していく。（体験保育実施を重点に）           

④職員間コミュニケーションを意識 法人 他施設  交流 広  職員      働 甲斐 ある職場になるよう努めます。  

⑤法人         職員一人一人      考   取 組            意識 高     出来    

大きな課題として、時間をかけて取り組んでいく必要があり、その為の取り組み方を皆で考えていきたい。 

３ 数値指標   別紙 「事業計画総括表」 参照 

園児 個性 大事   主体性   感性豊  子      育  培      目標  令和３年度 職員

間           意識     保育 充実    取 組     令和４年度  園内 留    地域 子

育て支援の手助けが出来るような活動を展開し、様々な育児環境にも適応しながらの子育て展開の応援を目標に掲

げ、世の中の状況に柔軟に対応して、出来ることから取り組んでいこうと考えます。職員の資質の向上に努め、関係機関

との連携を大事にしつつ、法人内施設の繋がりを強みと出来る活動も同時に進めていきたいと考えます。 
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令和４年度 事業報告 ／ ほうあんのぞみ 
実施事業                                責任者 大水 健晴                                                  

 就労継続支援Ｂ型（５０名） 就労移行支援（８名） 日中一時支援（４名） 就労定着支援  

共同生活援助（4名） 

当期目標 

就労継続Ｂ型   調理部門    地域    対応  食品 開発 提供 軸  作業 構造化     販売数  

拡大を進めていきます。合わ   受託 清掃部門  利用者 支援員 技術向上 図 工賃向上を目指します。また、 

加齢等   心身 機能 低下    利用者 生産活動 携   所内作業 模索        茶        

地域の情報を集め 地域       考  取組 計画 立        就労移行支援   利用者 獲得 向   

広報 行  共  一般就労  移行 定着 支援します。また、職員の支援力 向上     育成    誰  住  

   街      各諸団体 近隣住民  交流 通  情報 集  課題 創出 解決 向  協働 模索     

１ 各重点テーマの実施状況 

（１） 食品事業 利用者 仕事   確立     

・段階的な作業提供を示せるように作業内容と習得技術を、初級から上級まで順序だてた表を作成し運用した。 

 茶     構造化 行  職員 利用者   働    環境整備 行    

（２） 清掃技術の向上を図り、作業日数を増加させます。 

・利用者 清掃技術向上 一端    残業清掃 支援 行   職員の清掃技術向上講習会はできていない。 

（３） 利用者 多様 働 方 応  仕事 確保  生産活動及 余暇活動 参加           

・所内作業室  多  利用者 関   作業 取引先 入荷都合以外 切       確保     

・土曜稼働では食堂に広告を掲示し参加促進を図った。ボランティアによる演奏会（ウクレレ・大正琴）、ボーリング等のスポ

           外出等 行   また、       見学等 臨時稼働 利用者 余暇 充実 図    

（４） 社会 通用      身    一般就労  意識 高     

・Ｂ型利用者 対象  就労 目標     ４名 利用者 職員 就労講習 月一回程度     参加    

 県央地区 特例子会社 求人2名に対し、2名の就職ができ定着している。 

（５） 就労移行 blossam では新規利用者獲得   県西圏域外 養護学校 相談事業所  広報 行     

・二宮高校        生徒２名 秦野養護学校 生徒１名 見学 実習 行    

・Blossom の活動紹介や空き情報などのメールマガジンの配信を、県央や湘南地区へ定期的に配信した。 

（６） 地域支援者の集まる企画 行  地域課題 ニーズを把握し、課題解決を利用者 仕事につなげます。 

・注文を間違えるあつまあるかふぇを各関係機関と連携し小田原地区初の開催。認知症 啓蒙活動 行    

・毎月一回     交流館 朝市  野菜 焼 菓子 販売 行      活動紹介     配  地域 方々  関

係    行   また、 茶  展 開催          （小  音楽会） 定期的 開催    

（７） 平均工賃１５０００円以上を達成します。 

 毎月職員会議   各部門 前年対比 収入 支出 報告及 今後 活動予定 報告 目標達成 取 組   平

均工賃15000円が達成できた。 

（８） 地域福祉 貢献   人材 育成 通  権利擁護・虐待防止を推進するため、相談員などの外部支援者を交え

たケース検討会議の定期実施 振返  行 職員 情報共有 本人理解 取 組     

・事業所外からの参加者を迎えて、３ケースについてのケース検討会を実施した。 

 利用者理解 支援 足並  揃     非常勤職員 参加 月２回   勉強会 開催         

２ 課題と今後の対応 

① 工賃向上を目指して、調理・清掃・受託の３部門 利用者 仕事   確立 ます。 

② 様々 働 方 希望  利用者 寄 添  生産活動を用意していきます。 

③ 就労移行事業  県西圏域外 利用者獲得 向  取 組  行        

④ 地域交流 促進     共  地域の支援者の情報交換の推進を通じて暮らしやすい地域づくりに取り組みます。 

⑤ 支援力 向上 目指 たケース検討会の実施に加え、事業所内外 交流や研修を継続的に実施していきます。 

⑥ 職員 一人       主体的 権利擁護 取 組             

３ 数値指標 別紙 事業報告総括表及び詳細報告 
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作

成
し

、
運

用
し

た
。

・
茶

の
ま

あ
る

の
構

造
化

を
行

っ
た

。
・

調
理

部
門

の
対

応
利

用
者

と
し

て
2

名
を

新
規

に
追

加
し

た
。

そ
の

他
数

名
を

新
規

チ
ャ

レ
ン

ジ
し

た
が

、
作

業
が

合
わ

ず
に

本
人

か
ら

断
ら

れ
て

し
ま

っ
た

。

B

１
－

２
（

Ｂ
型

）
清

掃
技

術
の

向
上

を
図

り
作

業
日

数
を

増
や

す

利
用

者
・

職
員

共
に

清
掃

技
術

と
接

客
マ

ナ
ー

を
向

上
さ

せ
る

た
め

、
清

掃
に

関
す

る
講

習
会

を
開

催
し

ま
す

。
ま

た
、

新
た

に
受

注
し

た
潤

生
園

の
作

業
を

軌
道

に
乗

せ
、

実
施

日
数

を
徐

々
に

増
や

し
ま

す
。

担
当

副
主

任
清

掃
講

習
会

２
回

開
催

清
掃

部
門

の
対

応
利

用
者

３
人

増
加

・
職

員
へ

の
講

習
会

は
で

き
な

か
っ

た
。

・
利

用
者

の
清

掃
技

術
向

上
の

一
端

と
し

て
、

残
業

清
掃

の
職

員
参

加
を

開
始

し
た

。
・

潤
生

園
の

清
掃

に
つ

い
て

、
契

約
は

交
わ

し
た

も
の

の
コ

ロ
ナ

の
影

響
で

実
施

は
し

な
か

っ
た

。
・

新
規

利
用

者
５

名
が

清
掃

部
門

に
参

加
を

開
始

し
、

定
着

し
た

。

A

１
－

3
（

Ｂ
型

）
多

様
な

働
き

方
に

応
え

る
仕

事
を

確
保

し
て

生
産

活
動

及
び

余
暇

活
動

に
参

加
で

き
る

よ
う

に
す

る

 誰
も

が
出

来
る

作
業

種
の

安
定

し
た

確
保

が
出

来
る

よ
う

に
取

引
企

業
と

の
連

絡
調

整
を

行
う

と
と

も
に

、
社

会
に

と
っ

て
付

加
価

値
の

高
い

仕
事

の
開

拓
と

取
組

を
地

域
に

発
信

し
ま

す
。

利
用

者
の

心
身

の
状

況
を

把
握

し
対

応
を

検
討

で
き

る
よ

う
退

行
や

高
齢

化
に

関
す

る
評

価
シ

ス
テ

ム
を

構
築

し
、

デ
ー

タ
化

す
る

基
盤

を
作

り
ま

す
。

ま
た

、
土

曜
稼

働
の

余
暇

を
充

実
さ

せ
魅

力
あ

る
活

動
を

創
出

し
ま

す
。

受
託

部
門

担
当

職
員

作
業

が
無

い
日

を
ゼ

ロ
に

す
る 退

行
・

高
齢

化
評

価
年

１
回

実
施

（
全

員
）

利
用

者
出

席
率

前
年

度
比

＋
１

％
（

約
月

１
２

名
の

出
席

者
増

）

・
第

一
、

第
三

で
は

多
く

の
利

用
者

が
関

わ
れ

る
カ

ッ
プ

の
作

業
を

先
方

の
入

荷
都

合
以

外
で

切
ら

す
こ

と
な

く
、

確
保

で
き

た
。

一
時

的
に

カ
ッ

プ
が

途
切

れ
た

際
も

、
シ

ュ
リ

ン
ク

や
ア

ッ
プ

ス
ウ

ェ
ル

の
作

業
を

確
保

し
た

。
食

堂
も

内
職

、
青

ポ
、

谷
和

を
効

率
良

く
回

し
、

途
切

れ
た

際
は

、
カ

ッ
プ

を
入

れ
、

作
業

が
な

い
日

は
ゼ

ロ
で

あ
っ

た
。

・
退

行
、

高
齢

化
評

価
は

で
き

て
い

な
か

っ
た

。
・

土
曜

稼
働

で
は

食
堂

に
新

聞
を

掲
示

し
、

参
加

へ
の

促
進

を
図

っ
た

。
地

域
ボ

ラ
に

よ
る

ウ
ク

レ
レ

や
大

正
琴

の
コ

ン
サ

ー
ト

、
ボ

ー
リ

ン
グ

や
パ

ー
ク

ゴ
ル

フ
の

ス
ポ

ー
ツ

、
サ

フ
ァ

リ
パ

ー
ク

の
外

出
等

を
行

っ
た

。
又

、
な

り
わ

い
交

流
館

へ
の

出
店

や
き

ら
り

フ
ェ

ス
タ

見
学

の
臨

時
稼

働
で

出
席

率
の

ア
ッ

プ
を

図
っ

た
。

そ
の

結
果

、
前

年
度

比
1

0
4

.5
％

の
出

席
率

で
あ

っ
た

。

A

１
－

4
（

B
型

・
移

行
）

社
会

に
通

用
す

る
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
、

一
般

就
労

へ
の

意
識

を
高

め
る

B
型

事
業

の
取

り
組

み
と

し
て

、
就

労
を

目
標

に
し

て
い

る
利

用
者

に
対

し
定

期
的

に
就

労
講

習
と

課
題

を
意

識
し

た
作

業
訓

練
を

定
期

的
に

実
施

し
ま

す
。

ま
た

、
就

労
移

行
支

援
事

業
は

就
労

講
習

の
内

容
を

さ
ら

に
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
し

、
質

の
高

い
就

労
支

援
の

提
供

を
模

索
し

な
が

ら
、

利
用

者
の

就
労

意
欲

の
醸

成
を

し
ま

す
。

の
ぞ

み
常

勤
職

員
一

般
就

労
並

び
に

定
着

者
数

４
名

以
上

輩
出

・
Ｂ

型
利

用
者

を
対

象
に

、
就

労
を

目
標

に
し

て
い

る
４

名
の

利
用

者
と

職
員

で
就

労
講

習
に

月
一

回
程

度
の

ペ
ー

ス
で

参
加

し
た

。
・

定
期

的
に

対
象

者
の

面
談

を
実

施
し

、
本

人
の

意
向

確
認

や
課

題
の

抽
出

を
行

っ
た

。
・

株
式

会
社

ツ
ク

イ
の

運
営

す
る

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
に

4
名

就
労

前
実

習
の

予
定

で
あ

っ
た

が
、

コ
ロ

ナ
7

波
の

影
響

に
よ

り
、

見
合

わ
せ

た
。

・
令

和
３

年
１

２
月

に
オ

ア
シ

ス
病

院
に

就
職

し
た

１
名

が
令

和
４

年
6

月
で

6
ヵ

月
が

経
過

。
令

和
４

年
４

月
に

宝
安

寺
社

会
事

業
部

に
本

採
用

と
な

っ
た

１
名

が
令

和
４

年
9

月
で

6
ヵ

月
が

経
過

。
定

着
者

が
２

名
で

あ
っ

た
。

・
1

0
月

ア
ン

リ
ツ

の
特

例
子

会
社

ハ
ピ

ス
マ

に
2

名
就

労
し

た
。

現
在

ま
で

定
着

し
て

い
る

。

A

暮
ら

し
や

す
い

地
域

づ
く

り
（

地
域

貢
献

・
地

域
交

流
）

地
域

の
役

に
立

つ
こ

と
で

協
力

で
き

る
こ

と
を

考
え

、
具

体
的

な
取

組
み

計
画

を
立

て
ま

す
。

地
域

の
情

報
を

集
め

、
地

域
の

役
に

立
つ

こ
と

で
協

力
で

き
る

こ
と

（
ゴ

ミ
出

し
や

買
い

物
代

行
等

）
を

考
え

、
そ

れ
を

も
と

に
地

域
の

福
祉

関
係

者
（

社
会

福
祉

協
議

会
、

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

、
民

生
委

員
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
等

）
に

相
談

す
る

。
そ

の
後

、
具

体
的

な
取

組
み

計
画

を
立

て
て

試
験

的
に

実
施

す
る

茶
の

ま
あ

る
職

員

情
報

掲
示

板
の

設
置

と
運

用
地

域
イ

ベ
ン

ト
へ

年
９

回
参

加 茶
の

ま
あ

る
で

の
イ

ベ
ン

ト
を

年
３

回
主

管
地

域
ケ

ア
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
の

開
催

年
２

回

・
毎

月
一

回
、

な
り

わ
い

交
流

館
の

朝
市

で
、

野
菜

や
焼

き
菓

子
の

販
売

を
行

う
と

と
も

に
、

活
動

紹
介

の
チ

ラ
シ

を
配

り
、

地
域

の
方

々
と

の
関

係
づ

く
り

を
行

っ
た

。
（

４
月

～
３

月
で

８
回

）
・

お
茶

の
ま

展
の

開
催

を
９

月
に

行
っ

た
。

ベ
ル

ク
倶

楽
部

の
写

真
展

。
・

ま
あ

る
カ

フ
ェ

を
（

相
洋

高
校

吹
奏

楽
部

Ｏ
Ｂ

に
よ

る
演

奏
会

等
）

定
期

開
催

し
た

。
・

注
文

を
間

違
え

る
あ

つ
ま

あ
る

か
ふ

ぇ
を

各
関

係
機

関
と

連
携

し
小

田
原

地
区

初
開

催
を

し
た

。
認

知
症

の
方

々
が

ウ
ェ

イ
タ

ー
と

な
り

接
客

を
行

う
イ

ベ
ン

ト
で

、
ラ

ン
チ

に
約

2
0

0
名

の
お

客
様

が
来

店
し

た
。

A

将
来

の
担

い
手

を
育

て
る

（
人

材
育

成
）

地
域

福
祉

に
貢

献
す

る
取

り
組

み
と

、
そ

の
経

過
や

効
果

に
つ

い
て

検
証

し
、

地
域

支
援

者
向

け
及

ぼ
法

人
内

で
の

実
践

報
告

会
を

開
催

し
ま

す
。

こ
の

取
組

を
通

じ
て

地
域

支
援

者
と

の
繋

が
り

を
深

め
な

が
ら

地
域

課
題

や
地

域
の

課
題

を
抱

え
た

方
々

と
の

取
組

を
模

索
し

て
い

き
ま

す
。

主
任

副
主

任
取

り
組

み
に

関
す

る
実

践
報

告
会

を
１

回
以

上
開

催
す

る

・
６

月
の

ま
あ

る
カ

フ
ェ

で
薬

剤
師

の
講

話
と

と
も

に
、

こ
れ

ま
で

の
茶

の
ま

あ
る

の
活

動
や

取
り

組
み

に
つ

い
て

の
実

践
報

告
を

行
っ

た
。

・
９

月
に

海
老

名
の

中
学

か
ら

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

の
取

り
組

み
に

関
す

る
体

験
授

業
と

し
て

生
徒

数
名

が
来

所
し

、
茶

の
ま

あ
る

の
ウ

ェ
イ

タ
ー

体
験

と
、

地
域

貢
献

に
関

す
る

取
り

組
み

に
つ

い
て

の
報

告
を

行
っ

た
。

・
地

域
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
希

望
す

る
方

２
名

（
安

藤
さ

ん
・

荒
井

さ
ん

）
に

、
販

売
や

土
曜

稼
働

な
ど

を
中

心
に

参
加

し
て

貰
っ

た
。

A

権
利

擁
護

の
推

進
と

虐
待

防
止

相
談

員
な

ど
の

外
部

支
援

者
を

交
え

た
ケ

ー
ス

検
討

会
の

定
期

実
施

と
そ

の
後

の
振

返
り

定
期

的
に

行
い

、
利

用
者

自
身

と
障

害
特

性
へ

の
理

解
を

深
め

ま
す

。
職

員
間

の
情

報
共

有
と

ケ
ー

ス
理

解
度

に
つ

い
て

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

な
が

ら
取

組
み

ま
す

。

常
勤

職
員

外
部

支
援

者
を

交
え

た
ケ

ー
ス

検
討

会
並

び
に

経
過

報
告

会
を

年
２

回
以

上
開

催

・
昨

年
度

に
引

き
続

き
利

用
者

２
名

の
経

過
報

告
を

交
え

た
ケ

ー
ス

検
討

会
を

、
他

事
業

所
所

長
、

相
談

支
援

専
門

員
に

参
加

し
て

頂
き

、
６

月
に

開
催

し
た

。
・

経
過

報
告

を
交

え
た

ケ
ー

ス
検

討
会

を
、

相
談

支
援

専
門

員
に

参
加

し
て

頂
き

、
６

月
に

開
催

し
た

。
昨

年
度

か
ら

の
支

援
経

過
の

確
認

と
、

今
後

の
支

援
に

つ
い

て
の

検
討

を
行

っ
た

。
・

利
用

者
理

解
や

支
援

の
足

並
み

を
揃

え
る

よ
う

に
、

非
常

勤
職

員
も

参
加

し
や

す
い

時
間

に
月

２
回

の
プ

チ
勉

強
会

を
開

催
す

る
よ

う
に

し
た

。
（

支
援

と
は

、
自

閉
症

に
つ

い
て

、
て

ん
か

ん
に

つ
い

て
等

動
画

に
よ

る
研

修
）

A

５
－

１
（

Ｂ
型

）
平

均
工

賃
を

1
5

0
0

0
円

以
上

に
す

る

調
理

・
清

掃
・

受
託

の
前

年
度

実
績

か
ら

、
当

年
度

の
部

門
別

月
間

目
標

を
設

定
し

、
定

例
会

議
に

て
前

月
の

進
捗

確
認

と
先

行
行

動
管

理
を

行
う

目
標

達
成

の
仕

組
み

づ
く

り
を

行
い

ま
す

。
利

用
者

に
も

掲
示

板
等

で
成

果
を

伝
え

る
と

と
も

に
、

各
自

の
取

組
や

が
ん

ば
り

を
伝

え
や

り
が

い
の

向
上

に
繋

げ
ま

す
。

各
部

門
責

任
者

（
常

勤
）

年
間

平
均

工
賃

支
給

月
額

／
1

人
　

１
５

０
０

０
円

以
上

・
毎

月
執

行
部

会
議

及
び

、
職

員
会

議
に

て
、

各
部

門
（

受
託

・
弁

当
・

総
菜

・
喫

茶
・

清
掃

）
か

ら
、

昨
年

同
月

比
の

収
入

と
支

出
の

報
告

を
行

っ
た

。
・

各
部

門
の

作
業

室
に

お
い

て
、

最
新

の
売

り
上

げ
状

況
を

利
用

者
が

把
握

で
き

る
よ

う
に

、
棒

グ
ラ

フ
の

掲
示

を
行

っ
た

。
結

果
、

平
均

工
賃

1
5

0
0

0
円

を
上

回
る

こ
と

が
出

来
た

。

A

５
－

２
（

移
行

）
新

規
利

用
者

獲
得

の
た

め
、

圏
域

外
の

養
護

学
校

と
相

談
事

業
所

へ
広

報
活

動
を

行
う

県
西

圏
域

外
の

養
護

学
校

及
び

相
談

事
業

所
（

平
塚

・
秦

野
・

伊
勢

原
・

厚
木

・
海

老
名

）
へ

出
向

き
、

事
業

内
容

の
説

明
を

行
い

、
各

事
業

所
担

当
者

と
の

関
係

を
築

く
。

（
生

徒
及

び
利

用
者

輩
出

の
基

盤
を

つ
く

る
）

B
L
O

S
S

A
M

職
員

県
西

圏
域

外
か

ら
の

体
験

実
習

２
名

・
二

宮
高

校
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

の
生

徒
２

名
（

２
年

生
）

秦
野

養
護

学
校

の
生

徒
１

名
（

２
年

生
）

の
見

学
と

実
習

を
行

っ
た

。
・

B
lo

s
s
o
m

の
活

動
紹

介
や

空
き

情
報

な
ど

が
書

か
れ

た
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

の
配

信
を

、
伊

勢
原

養
護

、
秦

野
養

護
、

海
老

名
養

護
、

県
央

地
区

の
相

談
事

業
所

等
へ

定
期

的
に

配
信

し
た

。

B

利
用

者
支

援
の

質
向

上

地
域

福
祉

に
貢

献
で

き
る

人
材

の
育

成
を

通
じ

て
虐

待
防

止
・

権
利

擁
護

を
推

進
す

る
た

め
、

ケ
ー

ス
検

討
会

の
実

施
と

振
返

り
を

行
い

職
員

の
情

報
共

有
と

本
人

理
解

に
取

組
み

ま
す

。

運
営

組
織

と
経

営
基

盤
の

強
化



令和４年度 事業報告／ ほうあんホッと相談カフェ 

実施事業                                                     責任者 大水 健晴 

１市３町委託相談支援（主に知的障害児） 指定特定相談支援（主に知的障害者） 

指定障害児相談支援 （知的障害児）   指定一般相談支援（地域移行 地域定着） 

 

 当期の目標 

相談員それぞれが、ご相談者本人の思いや希望をもとに、本人が選択した生活が実現できるよう本人のエンパワーメント 

 行   意思決定支援 取り組  更 推進          日常的な選択が将来の大きな意思決定に繋がること

 起      考  相談員 支援者      感度 高  暮  場 決     大  意思決定      日常

的な生活における様々な体験やこうしたいという思いを実現していけるように、支援者のチーム作り 行      本人の

思いを共有する仕組みづくりと、その実現に向けての協働に取り組みます。コロナ禍においても、ご相談者の様々な変化に早

期に気づいていけるようなモニタリングの実施やサービス担当者会議を開催しながら、関係機関との連携を推進していきま

  暮     地域       委託相談 行         活動 全体 調整役 担  令和４年度  本格稼

働となる地域生活拠点事業への対応を実施します。 

 

１ 各重点テーマの実施状況 

（１）意思決定支援       踏    支援      情報共有 利用者本位 相談支援 実施    

・毎月 職員会議内 各職員  進捗状況 報告 検討 行     進 具合 相談員  りばらつきがあるが、アセス

メントを実施し、支援者同士で共有しながら取り組んでいる。 

（２）法人内    検討会議 共同開催  支援力 向上及 職員育成 貢献     

・障害成人３事業所  １名  参加 ３名 行   他事業所     知 機会 持  管理職 協力      会 

議 実施 取 組   事業所    協力体制        新      取 組  関  他 職員 前向  一緒 

 考  支援 行 姿勢 見    また空いている期間中にはタスクウェアを使って        行      

年度末   所⾧会議 各自 実践報告   取組報告 行  終了     できた。 

（３）成年後見人制度    学  法人内職員  相談者 対  制度 周知 適切 助言ができるようにします。 

・制度        親        準備 必要        利用者 家族向 勉強会 ２度 個別相談会 １度

実施し、併  １３家族 参加  様々 質問 意見 聞    できた。 

（４）      増 続  相談     対応   事務仕事 効率化 地域生活拠点事業  対応 実施     

 効率化    相談     小田原市 個人情報取 扱 諮問委員会 導入 認    令和５年３月       

が始まった。また地域生活支援拠点事業は、行政担当者    対象     対応 数件始     

 

２ 課題と今後の対応  

① 一人手探  進    状態    内容          進 方 手順  標準化      整理     で、多く

のご相談者に提供することが出来ると思われる。 

② 参加者それぞれがケースを持ち寄ったことで多様な検討が出来たが、その分準備や運営に追われたところがある。来年度 

事例 相談    提供    事例   支援 組 立    話 合 ようにしたい。 

③ 無料相談会 継続開催     支援者 勉強会   行 家族支援ができるようスキルアップに取組みたい。 

④       相談体制 大  変動    為  相談者 出来 限 迷惑 掛       行政 委託法人      

          持続性   相談支援体制 模索        

３ 数値指標 別紙 ／ 事業報告総括表及び詳細報告 



令
和

４
年

度
 
事

業
報

告
総

括
表

 
 

 
 

 
 

 
 

相
談

 
 

 
基

本
方

針
重

点
テ

ー
マ

達
成

方
法

　
責

任
者

達
成

基
準

実
施

状
況

評
価

  
法

人
内

 
退

行
現

象
指

標
 

  
 

 
 

  
 

 
作

成
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

協
力

  
家

族
 
支

援
者

 
相

談
員

 
 

周
知

 活
用

 
促

 
 

C
SV

・主
任

作
成

の
助

言
と
必

要
な

情
報

提
供

  
  

 
 

 
 

 
 

発
信

 
対

 
 

 
 

 
 

上
 

意
見

 
交

換
 

 
 
他

 
参

加
者

 
 

 
意

見
 

出
 

  
中

 
 

 
 

 
 

 
的

 
関

 
  

難
 

 
 

 
 

 
 

  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
ト

の
完

成
や

実
際

の
活

用
へ

の
動

き
に

は
つ

な
が

ら
ず

。
B

  
  

 
 

  
 

 
 （

市
社

協
）

 
地

域
包

括
支

援
 

 
 

 
 連

携
 

世
帯

課
題

の
あ

る
ケ

ー
ス

へ
の

対
応

を
通

じ
て

地
域

課
題

の
解

決
に

取
組

む
ク

ロ
ー

バ
ー

担
当

職
員

 
 

 
終

結
 

 
振

返
 
 

 
 
仕

組
 

作
 
 

Ａ
担

当
者

会
議

 
開

催
 

Ｂ
解

決
 

繋
 

 
 

 
C

他
機

関
との

連
携

は
日

常
的

に
な

り
つ

つ
あ

り、
ク

ロ
ー

バ
ー

の
周

知
は

確
実

に
進

ん
で

い
る

状
況

 
困

難
事

例
等

 
 

会
議

 
開

催
 

連
携

 
継

続
中

 
 
終

結
及

 
振

 
返

  
 

で
は

至
っ
て

い
な

い
。

Ｂ

  
地

域
生

活
拠

点
事

業
登

録
者

に
対

し
て

、
ア

ウ
ト

リー
チ

を
し

て
ア

セ
ス

メ
ン

ト
、

 
 

 
 

 
 

 
 

 
作

成
 

行
 
 
実

行
出

来
 

 
 
 

 
 

 
 

業
務

見
直

 
 

行
 

 
ク

ロ
ー

バ
ー

担
当

職
員

登
録

者
全

員
 

 
 

 
 

 
 

 
 

作
成

 
Ａ

登
録

者
全

員
 

 
 

 
 

 
 

実
施

 
Ｂ

全
員

 
対

 
 

 
実

施
 

 
 

 
 
 

 
Ｃ

行
政

担
当

者
 
 

協
働

 
 
 

家
庭

 
 

訪
問

 
実

施
 
評

価
表

 
基

 
 

 
危

機
管

理
 

行
 

  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

作
成

 
 

 
 

 
 

無
 

  
 

A

・ 法
人

内
 

障
 

 
部

門
２

 
３

年
目

(新
人

研
修

終
了

後
) 

人
達

  
 

  
相

談
員

 
 

 
 

検
討

会
議

 
企

画
 
運

営
 

行
 

 
準

備
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

関
 

 
一

緒
 

成
⾧

 
 

 
場

 
設

定
 

 
 

法
人

内
 

 
成

年
後

見
制

度
 

勉
強

会
 

実
施

 
法

人
利

用
者

 
後

見
人

推
進

 
行

 
Ｃ

Ｓ
Ｖ

家
族

向
 

相
談

会
及

 
後

見
担

当
職

員
向

 
勉

強
会

の
実

施
す

る
。

予
定

 
 

 
 

 
事

業
 

実
施

 
 

 
 

 
 

 
実

際
 

後
見

人
等

 
選

任
 

 
結

 
付

 
ま

せ
ん

で
し

た
。
ま

た
、
職

員
の

勉
強

会
は

実
施

で
き

ま
せ

ん
で

し
た

。
B

モ
ニ

タ
リン

グ
加

算
や

集
中

支
援

加
算

な
ど
取

得
可

能
な

加
算

に
つ

い
て

は
取

得
す

る
。

課
⾧

取
得

出
来

て
い

な
い

原
因

分
析

と
共

有
:Ａ

現
状

 
把

握
 

Ｂ
加

算
の

取
得

状
況

に
つ

い
て

毎
月

の
職

員
会

議
で

確
認

を
取

る
こ

とで
モ

ニ
タ

リン
グ

加
算

な
ど取

得
が

増
加

し
た

。
ＢＣ

各
研

修
 

１
名

派
遣

 
 

  
強

度
行

動
障

害
研

修
 

 
 

参
加

  
  

 
各

研
修

へ
１

名
派

遣
す

る

  
年

度
 

 
 

 
専

用
 

 
 

 
導

入
 

 
 

 
 

 
 

 
 

変
更

 
多

少
 

混
乱

 
生

 
 

 
 

 
 
不

明
点

 
確

認
等

 
安

定
稼

働
 

向
 

 
 

取
 組

 
 

 
 

 
 

 
 

相
談

効
率

 
向

上
 

Ａ
 
専

用
 

 
 

 
安

定
稼

働
 

Ｂ
 

 
 

導
入

 
Ｃ

所
内

会
議

 
 

 
 

 
 

 
 

 
抽

出
 

対
応

 
見

直
 

 
出

来
 

 
Ａ

 
 

 
 

 
 

 
抽

出
 

留
 

  
 

Ｂ
定

期
的

 
出

来
 

 
 
 

 
Ｃ

実
践

 
報

告
会

 
実

施
 

A
目

的
 

説
明

 
実

践
 

準
備

 
B

法
人

 
対

 
 

起
案

書
 

C

全
3回

実
施

 
 
所

⾧
会

議
 

実
践

報
告

 
行

  
 
２

回
目

 ３
回

目
 

期
間

 
 

 
 

 
 

 
 

途
中

確
認

 
行

  
  

 
 

事
業

所
  

 
 

 
計

画
 
運

営
時

 
役

割
分

担
 

 
 

会
議

 
円

滑
 

進
 

 
 
 

司
会

を
す

る
こ

とが
出

来
た

。

Ａ

所
内

会
議

で
グ

レ
ー

ゾ
ー

ン
の

話
し

合
い

を
実

施
し

て
い

る
。
ま

た
、
カ

フ
ェ独

自
の

チ
ェッ

ク
リ

ス
ト

も
実

施
し

て
い

る
。
他

事
業

所
と
合

同
で

研
修

会
を

実
施

し
て

い
る

。
Ａ

権
利

擁
護

担
当

者

課
⾧

３
 

 
体

制
加

算
（

行
動

障
害

支
援

 要
医

療
児

者
支

援
 精

神
障

害
者

支
援

）
維

持
の

た
め

複
数

人
数

化
を

す
る

。

5 収
支

の
バ

ラ
ン

ス
の

健
全

化
を

目
指

す
。

主
任

組
織

運
営

と経
営

基
盤

の
強

化

権
利

擁
護

 
推

進
 虐

待
防

止

3 法
人

内
の

ケ
ー

ス
検

討
会

議
を

共
同

開
催

し
て

、
相

談
支

援
専

門
員

の
視

点
 経

験
 

法
人

内
 

職
員

 
伝

 
 
支

援
力

 
向

上
及

 
職

員
育

成
に

貢
献

し
ま

す
。
（

新
た

な
相

談
支

援
専

門
員

の
育

成
）

4 相
談

者
及

 
地

域
 

 
 

 
障

害
者

 
権

利
擁

護
 

推
進

 
 

 
 

 
 
成

年
後

見
人

制
度

 
 

 
 

学
 

 
法

人
内

職
員

 
 

相
談

者
 

対
 

 
制

度
 

周
知

 
適

切
 

助
言

 
与

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

完
成

 
 

行
動

 
 

 
 

 
 

元
 

 
 

 
 

 
 

 
抽

出
 
対

応
 

見
直

 
 

行
 

 
相

談
支

援
 

質
向

上
 権

利
擁

護
 

推
進

 
行

 

利
用

者
支

援
 

質
向

上

暮
ら

し
や

す
い

地
域

づ
くり

（
地

域
貢

献
 地

域
交

流
）

将
来

の
担

い
手

を
育

て
る

（
人

材
育

成
）

Ｂ
  

 相
談

員
５

人
が

そ
れ

ぞ
れ

ケ
ー

ス
を

選
定

し
取

り組
ん

だ
。
意

思
決

定
支

援
に

つ
い

て
は

当
事

者
の

生
活

歴
、
好

き
嫌

い
、
意

志
表

出
の

仕
方

等
改

め
て

ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
実

施
し

、
支

援
 

 
 

内
 

共
有

 
 

 
 
 

当
事

者
理

解
 

深
 

 
 

 

 
 

 
 

等
利

用
計

画
及

 
個

別
支

援
計

画
 

反
映

 
Ａ

（
設

定
全

 
 

 
）

本
人

 家
族

 支
援

者
 
共

有
 

Ｂ
（

設
定

全
ケ

ー
ス

）
一

部
 

 
 

 
 

進
 

 
 

  
 

Ｃ
課

⾧

  
日

常
生

活
場

面
で

意
思

決
定

を
積

み
重

ね
る

た
め

、
そ

の
場

面
を

多
く持

て
る

よ
う
に

関
係

者
に

働
き

か
け

、
モ

ニ
タ

リン
グ

の
中

で
本

人
、
支

援
者

、
家

族
等

に
状

況
 

共
有

 
 

 
 

 
 

 
等

利
用

計
画

及
 

個
別

支
援

計
画

 
反

映
 

れ
、
そ

の
取

組
を

事
業

所
会

議
で

報
告

す
る

。
(１

人
１

ケ
ー

ス
以

上
)

1 ご
相

談
者

が
希

望
す

る
生

活
が

実
現

す
る

よ
う、

相
談

支
援

専
門

員
が

意
思

決
定

支
援

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
踏

ま
え

、
支

援
チ

ー
ム

に
よ

る
情

報
共

有
 利

用
者

本
位

 
相

談
支

援
 

実
施

 
 

 
 

利
用

者
 

重
度

化
 

高
齢

化
 

伴
 

 
指

標
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
用

い
て

ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
実

施
し

て
、
家

族
、
事

業
者

と
も

情
報

を
共

有
し

、
ご

相
談

者
に

適
し

た
支

援
が

提
供

さ
れ

る
よ

う
に

し
ま

す
。

Ｂ
ク

ロ
ー

バ
ー

担
当

職
員

  
相

談
 

 
 

 
選

定
 
導

入
 

行
 

 
相

談
履

歴
 

検
索

性
 
相

談
件

数
集

計
 

利
便

性
 

高
 

 
 

2 ク
ロ

ー
バ

ー
に

つ
い

て
、
委

託
そ

の
１

と
し

て
、
増

え
続

け
る

相
談

ケ
ー

ス
へ

 
対

応
 

 
 

事
務

仕
事

 
効

率
化

（
相

談
 

 
 

 
導

入
）

 
行

 
 

 
 
 

 
 
令

和
４

年
度

 
 
本

格
稼

働
  

 
地

域
生

活
拠

点
事

業
へ

の
対

応
を

実
施

し
ま

す
。



令和４年度 事業報告 ／ ほうあんうみ 

                                    責任者 : 山崎 美由樹       

実施事業 

児童発達支援（３０名）  保育所等訪問支援    発達相談 

 

当期の目標 

 

１ 各重点テーマの実施状況 

（1） 児童発達支援センターの機能を地域に周知してもらえるようにしていきます。 

・児童発達支援センターの紹介動画を作成しました。動画視聴の中で説明文（テロップ）を入れたことにより、より分かりやすく

作成することができました。 

・「ほうあんうみってこんなところ」のアンケートを家族からとりました。今後その結果をもとに家族への周知パンフレットを作成する予

定です。 

（２）児童 5 事業所のリーダー職以上のスタッフによるケース検討会の実施をしていきます。 

・ケース検討会の実施は計 12 回となりました。 

・4 月は大屋ドクターの研修・5 月 橋本臨床心理士 発達検査 見方 研修 行     6 月から 2 月の 9 回は、各事

業所のケース検討会などを実施しました。 

・3 月は、振り返りの話し合いをグ    分   行  良   点 改善点 今後     意見 交換      

  互 理解      教           、良 学         

（３）子   安心 安全 療育 子   権利 意識  取 組  行        

    ・子ども達への支援について職員が意識  関     徹底していくため、園内会議・朝の打ち合わせなどでどのように子どもへの

関わりで気   行動     行動 話 ようにしました。 

     権利擁護研修 動画視聴  取 入           行  虐待    考  機会 大切       

            協力   新  権利擁護         作成 取 組      

（４）児童発達支援スタッフの職種ごとの役割を明確にしていきます。 

・職種ごとの会議を月 1 回行       専門性    話 合          

・お互いに尊重しながら 児童発達支援計画書 作成 時 意見交換   作成          。 

 

２ 課題と今後の対応 

① 「児童発達支援センターとは何   という問いに答えられるように、ホームページの作成に取り組むようにします。 

② 児童 5 事業所の連携 強化       取 組  行  保育 療育の充実を図り、子どもたちが地域 育 環境作  行

っていきます。 

③ 今年度作成  権利擁護         改定   適切 支援 行            職員自身 ，自身 支援 

振 返 子  達 成⾧発達 促            

 

３ 数値目標   別紙  事業報告総括表及び詳細報告 

利用園児 家族  療育支援 質 向上  地域    活躍   職員 育成        目標 、研修・勉強会を計画

的に実施していきます。ほうあんなぎさ・小田原愛児園・小田原乳児園・ほうあんうみ・ほうあんふじの連携が構築されていくようにし

      児童発達支援     関係機関  協力 得  地域 中核        機能       取り組みます。 
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令和４年度 事業報告 ／ ほうあんふじ 

責任者 : 小島 厚 

実施事業    

児童発達支援事業（４０名） 放課後等デイサービス（１０名） 日中一時支援事業（１０名）  

 保育所等訪問支援事業   

 

当期の目標  

 

1 各重点テーマと実施状況 

（１）子どもたちの評価に基づいた計画書の作成と支援の実践については、多職種間でのフィードバックを定期的に

行  計画書       に反映することができました。一方で、新型コロナに伴う感染防止対策の徹底の影

響から保護者との接点が制限され、保護者支援は十分な結果を残せませんでした。 

（２）地域支援に関しては、新型コロナの影響及び職員体制が整わなかったことから、保育所等訪問支援事業の

実施件数が少ない状況が続きました。地域住民 方  栽培  農作物           感謝 伝  

ことで当園 対  理解 連帯感 深まりました。 

（３）職員が受講した研修内容などを会議等の場で報告し、職員間で共有することができました。また、関連施設

 見学  障害児福祉の他事業所 理解             法人内の児童分野５事業所におけるカ

       参加  様々 角度  気   得         。 

（４）子  向  権利擁護        作成 向   登園時や食事など様々な場面ごとに自らが感じたこと、

経験       基   毎月        行うことで 権利擁護 意識 高       

（５）約 20 年稼働  通園   更新 行          老朽化等   子   安全面等に課題がある

設備等を点検し、早期の改修が必要な個所を順次修繕しました。 

 

２ 課題と今後の対応 

① 年度後半 実施した保護者アンケートから、新型コロナに対する感染防止対策の徹底により、保護者と職員との

関わりが十分         課題 見   た。今後は、感染症対策を実施しつつ、保護者支援に支障が出

ないよう工夫を重ねて取り組んでいくこととしています。 

② 地域住民 方々 、ふじみのさとを含めた施設の実情を十分理解していただけていない状況があったため、ふじみ

のさととの協働により 地域住民 方々  連携   方    具体的な検討を進めていきます。 

③ 新型    感染法上 位置   変更 踏   様々 職種 事業所  交流 各種研修への積極的な参

加などにより、職員の支援の質を高める取組みをしていきます。 

④ 権利擁護 意識 より一層高めるため、虐待防止チェックリスト等を用いた効果的な手法を検討していきます。 

⑤ 設備投資 急遽多額 予算 要       ⾧期的 視点 立  補修等        立  行     

 

３ 数値指標   別紙 事業報告総括表参照 

        通  子   対  療育支援 質 向上 行      保護者支援 強化  子   対  

理解 促  職員 育成 取 組      法人内児童分野 連携 強化  職員 地域 子     実

情 理解  保育所等   子   職員 困 感 理解        柔軟 対応     努     
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護

 
  

 
  

 
 

作
成

 
権

利
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護
虐

待
防

止
委
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型
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護
 

意
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が
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。
A

組
織

運
営

と
経

営
の

基
盤

の
強

化

５ 組
織

運
営

と
経

営
基

盤
の

強
化

(1
)定

期
的

に
運

営
ミー

テ
ィン

グ
を

開
催

し
、

新
体

制
づ

くり
に

取
り組

む
。

(2
)建

物
 

修
繕

 
予
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画
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⾧

 課
⾧

 事
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職
員
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伴
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投
資

 
 

 
 

 
  

 

Ｂ

療
育

支
援

の
質

の
向

上

１ 園
児

へ
の

関
わ

り方
、
 保

護
者

支
援

へ
の

質
の

向
上

を
は

か
る

。

将
来

の
担

い
手

を
育

て
る

（
人

材
育

成
）

３ 職
員

の
資

質
向

上



令和４年度 事業報告 ／ ほうあんふじみのさと 
     

 責任者 上田 理         
実施事業 

生活介護事業（３５名） 施設入所支援（３０名）  短期入所事業（５名）  日中一時事業（３名） 

 

当期の目標 

 

１．各重点テーマの実施状況 

（１）意思決定支援     全利用者 対象 評価       意思決定        分    意思決定

の方法を確認します。 

全利用者 意思決定支援 段階     分  行     県 意思決定支援簡易   事業 参画  1 名

 利用者 対           作成    支援会議 行   、意思決定支援に具体的に取り組みました。 

（２）自治会         交流 図      利用者 地域 清掃活動 小学生 見守 活動   通  

地域に出ていく機会を増やします。 

  新型    影響等 新  交流 図 ませんでし   市社協 協力 依頼  地域      紹介     

など次年度  足掛   作りました。 

（３）   検討会       役 担  人材 育成     各職員      検討会 定期的 行  

す。 

主任が中心となりケース検討会を 9 回開催し 支援会議   振 返  行いました。 

（４）虐待 芽   不適切 支援     事例    振 返 権利擁護 虐待防止 推進     

グレーゾーン支援についてのアンケートを実施し、アンケート結果を職員間で共有しました。アンケート結果の中から事

例 選  改善 向  話 合 実践 ました。 

（５）強度行動障害支援者研修 修了者 適切 配置  重度者支援加算 適切 算定 収入 安定      

研修に職員 3 名を派遣しまし  対象 利用者 支援計画 立  支援  結果 新  通所利用者 4 名、入

所利用者 5 名の加算が算定できました。 

 

２ 課題と今後の対応 

① 利用者 意思決定支援を進めていきます。 

② 地域との関係深化については、運営懇話会 立 上  目指   。 

③ 人材育成に向けてケース検討会を引き続き実施します。 

④       支援       回答    事例 取 上  職員間 議論 改善します。 

   

３ 別紙/事業報告総括表及び詳細報告   

感染症予防 努    利用者 安心 安全 楽   多 生活 送     支援          地域 

 交流 通  利用者 社会参加 機会 増       行動障害   利用者  専門的 支援 提供 

     取 組    利用者 重度高齢化 地域移行  対応 模索     意思決定支援 権利擁護

 取組  更 進    将来 向   経営 安定      業務改善 進  職員 定着 図  中⾧期

 修繕計画 立  備      
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具
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連
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縫
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令和４年度 事業報告 ／ ほうあん第一しおん 
 責任者 近藤 秀樹         

実施事業 

就労継続支援 B 型事業（５０名） 生活介護事業（１０名） 

放課後等デイサービス事業（１０名） 日中一時支援事業（６名） 

 

当期の目標 

 

１ 重点テーマと実施状況 

（１）就労継続支援 B 型事業では地域農家と連携を通じて地域の方々と一緒に働く喜びを感じていただきま

      事業 拡大 行    生活介護事業では意思決定支援に取り組みます。放課後等デイサービ

ス事業では大人へのステップアップに必要な社会的スキルを身につける訓練を提供します。 

   小田原市農政課  和栗農家様 小田原   工房様  連携作業の提案があり、新聞などでも取り上げら

れ農福活動を広く知っていただく機会ができました。パン工房では新たに足柄高校の販売が週２でスタートし販

売に貢献できました。放課後等デイサービスでは新規中学生が下期より体験がスタートしています。 

（２）古道     路を月 一度     定期的 清掃 行     

古道 整備 一段落  地域 方   礼 言葉         普段会話     方 職員 見  挨

拶           嬉  限      利用者 昼休  運動   古道 使 歩    開始      

（３）事業所内で将来的に中心を担う人材育成を強化します。 

   今年度    検討会 中心     職員間の共有ができ、良 会        

（４）虐待防止 権利擁護    計画 立 取 組   。 

   通年 委員会活動       事業所内 委員会活動 少 途中             

（５）      継続     施設 管理  ます。 

   LED   交換 壁 修理  行        今年度 県の ICT 補助   補助金     ９台購入で

きたことで、職員は業務しやすい環境になりました。 

２ 課題と今後の対応 

① B 型事業では地域を通じて様々な農福活動や作業の連携 引 続 行        また、パン事業では法

人内給食購入をしていただくことによる更  工賃    目指    生活介護事業では利用者 意思 汲 

だ活動     今後 継続的 支援 行        放課後等デイサービスでは個々の利用者 対するレ

      支援 継続的 行        そうした中 今日来 良    感    活動 目指     

す。 

② 古道は毎月整備するとともに使うことを目指し、今後も定期的に維持していきます。 

③ 人材育成   日々作業支援 行     上  悩  共有 解決     意見交換 工賃    向 

 作業請負時 交渉        分  意見交換      互 共有 意識向上 目指        

④ 虐待防止に関する取り組みでは、事業所内  委員会活動 疎         今後 目標 立 活動  

いきます。 

⑤ 事業所内のサービスが継続できるよう建物の修繕は、少しずつ改善し働きやすい職場環境に変えていきます。そ

のためには加算取得や人員配置、資格取得の推進など SDS の活用をすすめていきます。 

３ 別紙 事業報告総括表及び詳細報告 

就労継続支援 B 型事業の作業棟グループは、地域農家との連携による活動を強化します。パン工房では

新  販売先獲得 向 行動    生活介護事業   個別    対応  日課 提供    放課後

等デイサービス事業では、個々に必要な社会的スキルを身につける訓練を実施します。また、地域に対しては古

道整備 引 続 行        人材育成     中堅職員 育成 強化     
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6

目
標

工
賃

達
成

指
導

員
1

1
栄

養
士

1
1

放
課

後
等

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

児
童

指
導

員
2

2
放

課
後

等
デ

イ
そ

の
他

指
導

員
等

1
1

看
護

師
1

1
調

理
員

4
4

事
務

員
1

1
2

合
計

16
1

9
7

33

投
資

額
（

理
事

会
案

件
 

 
記

載
）

設
備

概
要

金
額

時
期

補
助

金
申

請
な

し
備

考
目

的



令和４年度 事業報告 ／ ほうあん第二しおん  
 責任者 吉澤 宏次         

実施事業   

生活介護事業（４０名） 短期入所事業（４名） 共同生活援助（シトラス）（６名） 

ショートステイシトラス／短期入所（５名）、 日中一時事業（２名） 

 

当期の目標 

  令和２年度  行    意思決定支援 充実 関   引 続 個別支援計画           利用者 

意思を反映させ、併せて PT   他職種 意見 反映          取 組  関      検討 定例化 

OJT の強化を図り、職員間や上席者とのコミュニケーションをこれまで以上に活性化させ、情報の共有のみならず、職員

 意識 資質 向上            発展     利用者 高齢化 重度化  対応    高齢化 関 

る法人のプロジェクトや他事業との連携等により、支援の質の向上に努めます。 

        運営 関    医療   充実 余暇時間 工夫 行  安心  暮   生活 場    継続 

 行    365日  稼働 目指     毎週 金曜開所    土曜開所 検討 行          法人全体

 課題   取 組          諸会議等 情報 提供 意見聴取 行        

   安定  生活介護事業 運営      運営体制 見直           役割強化     利用者 確

保 加算 見直 等 経営状況 改善  努     

 

１ 各重点テーマの実施状況 

（１） 利用者支援 質 向上 

 ・職員個々 意思決定支援 関  理解 深      個別支援計画 月間目標 策定    十分反映しました。 

           誕生日会 花火      会   行事 他      替  風呂  余暇活動 取 組      

（２） 権利擁護 推進 虐待防止 徹底 

 ・毎月     会議         検証 行  権利擁護 意識 高   図      

  虐待防止 関    ４月 ３月 ２回研修 行            職員 資質 向上 努      

（３） 暮らしやすい地域づくり 

       会       団体 演奏 行  町   委員会  参加   地域 関係者  交流 図      

（４）          視点 立 人材 育成 

  事例検討会 ５回行  障害特性 理解 具体的 支援方法 検討 行      

（５） 組織的な運営と経営基盤の強化 

 ・運営会議を定期的に開催して運営体制 強化 図      重度障害者加算Ⅱを取得し経営の向上に努めました。 

 

２ 課題と今後の対応 

①  県知的障害福祉協会 重心協 実践報告会 参加     事例検討 充実 努  支援 質 向上 図     

②         検証 継続       独自 虐待防止研修 作成 行     

③  Web    積極的 活用 地域関係者        行 地域  交流 図     

④  職員の SDS 制度活用 促      交流研修 実施 行     

⑤  運営会議やリーダー会議を積極的に活用して組織的運営に努めます。また、シトラスの365日フル開所に向けて、人員 

の確保や課題解決に向けて、法人全体の問題として取り組むよう発信していきます。 

⑥        重度障害加算Ⅱの取得に努めます。 

 

３ 数値指標  別紙 事業報告総括表及び詳細報告 



基
本

方
針

重
点

テ
ー

マ
達

成
方

法
責

任
者

達
成

基
準

実
施

状
況

評
価

１
－

１
 

意
思

決
定

支
援

に
よ

る
支

援
の

質
の

向
上

こ
れ

ま
で

取
り

組
ん

で
き

た
意

思
決

定
支

援
に

お
け

る
ア

セ
ス

メ
ン

ト
か

ら
意

思
形

成
支

援
や

意
思

表
出

支
援

に
至

る
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

流
れ

を
マ

ニ
ュ

ア
ル

化
す

る
。

ま
た

、
全

利
用

者
の

進
捗

状
況

を
集

約
し

、
情

報
共

有
・

検
討

会
の

実
施

に
よ

る
意

思
決

定
支

援
を

礎
に

し
た

支
援

の
質

の
向

上
を

図
る

。

サ
ー

ビ
ス

管
理

責
任

者
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
作

成
意

思
決

定
支

援
 

関
 

 
 
職

員
個

々
 

意
識

 
浸

透
 

 
 

 
  

個
別

支
援

計
画

策
定

に
反

映
で

き
て

い
る

が
、
マ

ニ
ュ
ア

ル
の

策
定

ま
で

に
は

至
ら

な
か

った
。

B

１
－

２
 

利
用

者
の

高
齢

化
の

特
徴

に
即

し
た

支
援

の
在

り
方

を
検

討
す

る

法
人

の
高

齢
化

に
よ

る
退

行
現

象
の

指
標

づ
く

り
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

参
画

し
、

所
全

体
で

毎
月

出
さ

れ
る

課
題

に
対

し
て

取
り

組
む

.
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
参

加
職

員
年

12
回

の
課

題
の

検
討

法
人

 
 

 
 

  
 

 
参

加
 

 
 

 
 

職
員

 
参

考
意

見
 

 
述

 
 

 
 

 
 

 
所

全
体

 
試

行
 

  
取

 組
 

 
 

 
 

 
  

 
B

１
－

３
 

シ
ト

ラ
ス

で
の

余
暇

活
動

の
充

実
住

ま
い

の
場

で
あ

る
こ

と
を

強
く

意
識

し
、

季
節

感
を

味
わ

え
る

行
事

や
日

課
を

行
っ

て
い

く
。

シ
ト

ラ
ス

担
当

年
４

回
の

行
、

日
課

の
充

実
誕

生
日

会
 

花
火

 
 

  
 

 
会

 
納

会
 

  
季

節
行

事
 

他
 

 
年

賀
状

書
 

 
替

 
 風

呂
 

  
余

暇
活

動
 

行
  

 
B

２
ー

１
 

防
災

に
関

す
る

地
域

と
の

連
携

行
政

及
び

自
治

会
と

の
協

定
に

基
づ

い
た

災
害

時
の

施
設

開
放

な
ど

の
ル

ー
ル

確
認

を
自

治
会

役
員

と
行

う
。

ま
た

、
引

き
続

き
町

づ
く

り
委

員
会

に
参

加
し

、
ラ

イ
ド

シ
ェ

ア
以

外
の

地
域

ニ
ー

ズ
の

把
握

に
努

め
る

。
防

災
担

当
自

治
会

役
員

と
の

打
ち

合
わ

せ
町

づ
くり

委
員

会
に

出
席

し
て

ラ
イ

ド
シ

ェア
の

話
し

合
い

に
参

加
し

た
が

、
そ

 
他

 
地

域
交

流
 

実
施

 
 

 
 

  
 

C

２
ー

２
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
受

け
入

れ
Zo

om
な

ど
を

活
用

し
て

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
受

け
入

れ
を

行
い

、
利

用
者

の
体

験
や

興
味

関
心

を
高

め
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

担
当

年
２

回
以

上
 

 
 

禍
 

 
 

  
 

感
染

症
対

策
 

講
 

 
 

 
 
 

  
 

 
会

 
民

族
音

楽
の

演
奏

ボ
ラ

を
呼

べ
た

。
B

２
ー

３
 

情
報

の
発

信

W
eb

マ
ガ

ジ
ン

を
積

極
的

に
活

用
し

、
利

用
者

支
援

の
取

り
組

み
や

職
員

の
業

務
内

容
・

地
域

紹
介

等
を

行
い

、
多

く
の

市
民

に
知

っ
て

い
た

だ
く

と
と

も
に

、
リ

ク
ル

ー
ト

に
も

活
用

で
き

る
内

容
を

発
信

す
る

。

W
eb

担
当

各
リ

ー
ダ

ー
行

事
担

当
年

間
12

回
以

上
年

11
回

W
eb

 
 

 
 

  
 

 
 

 
１

課
 

取
 組

 
 

 
 

  
 

B

３
ー

１
 

事
例

検
討

会
の

開
催

利
用

者
の

特
性

の
理

解
や

対
応

に
つ

い
て

、
統

一
し

た
見

解
や

関
り

が
持

て
る

よ
う

事
例

検
討

会
を

開
催

す
る

。
そ

の
前

段
と

し
て

、
ケ

ー
ス

担
当

、
専

門
職

、
サ

ビ
管

に
よ

る
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
行

う
。

管
理

職
各

リ
ー

ダ
ー

各
グ

ル
ー

プ
年

１
回

、
計

５
回

１
課

 
５

回
 
２

課
 

１
回

 
事

例
検

討
 

実
施

 
 

 
 

 
 

 
実

施
 

き
て

い
な

い
グ

ル
ー

プ
が

あ
った

。
A

３
ー

２
 

強
度

行
動

障
害

研
修

の
受

講
強

度
行

動
障

害
者

支
援

者
育

成
研

修
（

基
礎

・
実

践
）

を
受

講
し

、
専

門
的

な
知

識
や

技
術

を
身

に
着

け
た

職
員

を
養

成
す

る
管

理
職

基
礎

１
名

、
実

践
１

名
基

礎
２

名
 

実
践

１
名

 
受

講
 

 
重

度
障

害
者

支
援

加
算

 
 

収
入

増
に

つ
な

が
った

。
A

３
ー

３
 

法
人

外
の

実
践

報
告

会
へ

の
参

加
日

頃
の

利
用

者
支

援
に

つ
い

て
、

常
に

実
践

報
告

を
目

指
す

こ
と

を
意

識
し

、
計

画
的

な
立

案
と

客
観

的
な

デ
ー

タ
に

基
づ

い
た

発
表

を
行

う
管

理
職

グ
ル

ー
プ

リ
ー

ダ
ー

年
１

回
実

践
報

告
に

値
す

る
ケ

ー
ス

検
討

は
実

施
で

き
た

が
外

部
発

表
に

は
至

ら
な

か
った

。
C

３
ー

４
 

支
援

体
制

の
強

化
主

任
・

副
主

任
・

グ
ル

ー
プ

リ
ー

ダ
ー

の
役

割
を

明
確

に
し

、
管

理
職

と
の

連
携

の
も

と
事

業
所

と
し

て
一

体
感

を
持

っ
た

運
営

を
行

う
管

理
職

グ
ル

ー
プ

リ
ー

ダ
ー

月
２

回
の

リ
ー

ダ
ー

会
議

運
営

会
議

の
創

設
リー

ダ
ー

会
議

、
運

営
会

議
を

定
期

開
催

し
、

事
業

所
運

営
に

関
し

て
組

織
的

な
検

討
・実

施
を

し
た

。
B

４
ー

１
 

権
利

擁
護

の
取

り
組

み

昨
年

度
か

ら
取

り
組

ん
で

い
る

グ
レ

ー
ゾ

ー
ン

の
抽

出
と

対
策

の
協

議
を

継
続

し
、

自
身

の
行

動
を

振
り

返
る

機
械

の
創

出
と

客
観

的
な

視
点

と
考

え
方

を
培

う
。

ま
た

、
実

習
生

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

を
積

極
的

に
受

け
入

れ
、

風
通

し
の

良
い

環
境

を
目

指
す

。

サ
ビ

管
権

利
擁

護
担

当
毎

月
の

グ
ル

ー
プ

会
議

権
利

擁
護

係
 

中
心

  
  

各
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
検

証
 

毎
月

行
  

 
A

４
ー

２
 

組
織

的
な

身
体

拘
束

の
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
沿

っ
て

身
体

拘
束

開
始

時
の

会
議

、
三

原
則

の
検

討
、

記
録

の
整

備
、

解
除

に
向

け
た

取
り

組
み

等
を

行
う

。

管
理

職
サ

ビ
管

グ
ル

ー
プ

リ
ー

ダ
ー

該
当

す
る

全
利

用
者

に
実

施
 

 
 

 
会

議
 

定
期

的
 

見
直

 
 

実
施

 
 

 
B

５
ー

１
 

加
算

の
算

定
月

に
１

回
の

土
曜

開
所

の
継

続
と

重
度

障
害

者
支

援
加

算
Ⅱ

を
算

定
す

る
と

と
も

に
、

⾧
期

自
宅

療
養

者
に

対
す

る
在

宅
支

援
を

充
実

さ
せ

、
収

入
増

を
図

る
。

管
理

職
目

標
達

成
土

曜
開

所
は

安
定

し
て

開
所

重
度

障
害

者
支

援
加

算
 

12
月

 
 

算
定

⾧
期

自
宅

療
養

者
 

 
支

援
 

実
施

 
 

 
B

５
ー

２
 

シ
ト

ラ
ス

の
36

5日
開

所
に

向
け

た
取

組
み

シ
ト

ラ
ス

の
金

曜
フ

ル
開

所
を

行
い

、
土

曜
開

所
に

向
け

た
検

討
を

行
う

。
ま

た
、

36
5日

開
所

に
向

け
た

検
討

を
法

人
本

部
と

と
も

に
行

い
、

課
題

の
抽

出
と

解
決

策
の

検
討

を
行

う
。

管
理

職
シ

ト
ラ

ス
担

当
金

曜
の

フ
ル

開
所

の
実

施
法

人
本

部
と

の
打

ち
合

わ
せ

 
 

 
 

 
金

曜
日

 
 

開
所

 
安

定
 

 
開

所
36

5日
 

向
 

 
法

人
 

課
題

  
 

所
⾧

会
議

等
 

報
告

 
話

 
合

 
を

し
た

結
果

、
突

発
的

な
対

応
も

法
人

全
体

で
対

応
が

で
き

た
。

A

５
ー

３
 

目
標

達
成

管
理

と
予

算
統

制
の

取
り

組
み

安
定

し
た

収
入

の
確

保
と

増
収

の
取

り
組

み
を

行
う

と
と

も
に

、
継

続
し

て
経

費
削

減
を

行
う

管
理

職
事

務
職

員
各

リ
ー

ダ
ー

目
標

達
成

重
度

障
害

者
支

援
加

算
 

在
宅

支
援

算
定

 
  

 
昨

年
度

 
当

初
予

算
よ

りも
収

入
は

増
とな

った
。
た

だ
し

、
人

件
費

や
水

光
熱

費
、
食

材
費

等
の

増
に

よ
り、

大
幅

な
収

支
減

とな
った

。
B

令
和

4
年

度
 

事
業

報
告

総
括

表
 

 
 

 
 

第
二

 
 

 

組
織

運
営

と
経

営
基

盤
の

強
化

利
用

者
支

援
の

質
向

上

 
暮

ら
し

や
す

い
地

域
づ

く
り

 
（

地
域

貢
献

・
地

域
交

流
）

権
利

擁
護

の
推

進
と

虐
待

防
止

将
来

の
担

い
手

を
育

て
る

（
人

材
育

成
）



令和 4 年度 事業報告 ／ こども発達クリニック ほうあんなぎさ 

責任者 : 大屋 彰利         

実施事業 

児童精神科医療（診療          ） 

 

当期目標 

 

１．重点テーマと実施状況 

（１） 診療体制 

・ 安定  診療 継続    総診療日数 227 日を実施。 

・ 新患を中心とした支援会議を隔月毎に実施。 

・ Dynamics メンテナンス 

       適宜バージョンアップを実施。  

・外来アメニティ 

     季節、歳時などに添ったディスプレイを外来待合室で提供。 

     ・マイナンバーカード読み取り機器の設置 

 

（２） 法人内児童分野施設 通 子     診療 

・ふじ、うみ通園児 基本的  新入園児全例 

・乳児園 2 名、愛児園 14 名 

 

（３） 地域   新規患者 定期診療 

・令和 4 年度初診患者数 208 名 （令和 3 年度 281 名） 

・定期再診患者数 4559 名 （令和 3 年度 4639 名） 

＊キャンセル数(当日から 1 週間以内 体調不良 都合  ) 688 件 

  

（４） 検査、訓練 

 ＲＨ 継続    新規     ＲＨ施行 

       のべ 2261 件（ＳＴ851 件、ＯＴ1168 件、ＰＴ242 件） 

令和 3 年度 2301 件（ＳＴ868 件、ＯＴ 1199 件、ＰＴ234 件） 

 心理 検査可能 初診   全例 施行 

        284 件（令和 3 年度 333 件） 

・サービスの質の向上 

       院内研修 事例検討 専門分野 話題提供  隔月毎 実施。  

 

自閉      症 類縁障害 子     増加    早急 対策 求        神奈川県西圏域 児童精

神科 医療機関 無  私          小田原 地 中心 児童精神科治療 役割 担      設立   

   医療 療育 福祉 視点  子     特性 正当 評価  地域医療       協力 仰  地域 社会

資源 有効 活用     一人    合  援助 医療           通  子     彼   家族 教育

環境 提供  子     成⾧ 一助 担    考   。 



・post-SST(自費グループ) 

    post-SST グループの    協力 得   継続 

     →７名（６家族）、6 回計画し実施は 3 回(コロナ禍で蔓延防止期には実施せず) 

     →子ども（集団）、親（勉強会、懇談会） 

 

（５） 新型コロナウィルス感染対策 

・感染 可能性 疑   状況時  法人 情報 共有 対応 行   

・院内の感染を徹底した（消毒 診療 動線 工夫） 

・患者や家族の感染(濃厚接触)による受診のキャンセル 86 件 

 診療     家族 感染(濃厚接触)   診療       52 件 

 

（６） 地域連携 

・開成町との連携 “    相談” ５月  隔月 年６回開催 

・小田原市  連携 つくしんぼ教室“小児科健診”への医師派遣 2 回 

    

（７） 法人内における情報共有 

・支援会議への乳児園・愛児園職員の参加 

 児童分野５事業所   検討会議  参加（院⾧ ST 他） 

 

２．課題と今後の対応 

(1) 診療 検査 訓練体制 確立 

 安定  診療（新規 定期） 継続  

内部待機の延⾧ 新患枠 １日２     １    減   外来枠  

新患待機期間 延⾧  

・感染対策の検討と実施 

 集団精神療法（SST グループ）の充実に向けて 

 

(2) ほうあんふじ・うみ、小田原愛児園・乳児園との連携 

・ケースカンファレンスや勉強会の実施 

・支援会議における情報共有 

・乳児園・愛児園枠の設定 

 

(3) 地域   新規患者 定期診療 

     ・小田原市との連携 

 

(4) 検査、訓練の充実と人材育成 

     ・勉強会継続 

 

 

別紙  ・地域別初診患者数  

       初診患者数（年齢別分布） 

           



  

 

 




